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一
月
一
日
（
金
曜
）
晴

　
昨
夜
お
そ
い
の
で
眠
し
。
然
し
、
今
年
か
ら
は
九
時
起
床
の
約
束
だ
か
ら
先

ず
起
き
る
。
女
中
が
晴
着
を
着
て
居
る
か
ら
、
ま
あ
正
月
と
い
う
気
が
す
る
が
、

大
し
て
元
旦
ら
し
く
も
な
し
。
ま
ね
の
お
と
そ
。
雑
煮
、
そ
れ
で
も
色
彩
だ
け

は
仰
山
な
口
と
り
も
つ
け
て
出
し
た
。
起
き
た
と
き
は
曇
っ
て
居
た
が
や
が
て

よ
い
元
旦
と
な
る
。
小
さ
い
一
人
の
男
の
子
「
新
年
お
め
で
と
う
」
「
お
や
す

み
な
さ
い
」
と
教
わ
っ
た
ば
か
り
と
見
え
い
く
度
も
く
り
か
え
し
て
居
る
声
す
。

温
泉
宿
で
の
元
朝
は
生
れ
て
始
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
年
賀
の
ハ
ガ
キ
。
自

分
ア
ド
レ
ス
が
分
ら
ず
こ
ま
る
と
こ
ろ
沢
山
、
わ
か
っ
て
居
る
の
に
だ
け
出
し

た
。

一
月
五
日
（
火
曜
）
雨
　
寒

　
今
日
は
仕
事
に
て
、
モ
ヤ
一
人
放
ぽ
り
出
し
。

　
退
屈
ま
ぎ
れ
に
、
し
き
り
に
方
角
を
日
記
で
し
ら
べ
、
や
っ
と
甲
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癸
を
発
見
し
た
。

一
月
八
日
（
金
曜
）

　
帰
京
。
天
気
で
よ
か
っ
た
。
汽
車
の
中
に
、
角
力
や
義
太
夫
を
ひ
い
き
に
す

る
大
男
、
と
り
ま
き
を
多
勢
つ
れ
て
、
修
善
寺
か
ら
乗
る
。

　
あ
あ
い
う
種
類
の
男
を
見
面
白
か
っ
た
。

　
他
に
、
男
妾
の
よ
う
な
も
の
を
つ
れ
た
醜
い
、
人
の
好
い
、
情
の
厚
そ
う
な

三
十
五
ば
か
り
の
女
な
ど
。

　
吉
奈
の
東
府
や
の
主
人
、
駅
前
の
、
舟
橋
が
こ
わ
く
て
、
自
動
車
を
降
り
た

の
は
可
笑
し
。
ゴ
ー
ゴ
リ
的
人
格
。
汽
車
の
中
に
も
面
白
い
男
が
居
た
。
正
月

の
旅
行
は
そ
の
よ
う
な
点
面
白
し
。

一
月
九
日
（
土
曜
）

　
昨
夜
は
汽
車
弁
当
で
す
ま
し
、
女
中
の
な
い
と
こ
ろ
に
か
え
っ
て
来
た
の
だ

か
ら
、
今
夜
は
ゆ
っ
く
り
家
で
食
事
を
し
た
い
の
に
、
自
分
林
町
の
お
よ
ば
れ

で
ホ
テ
ル
に
出
か
け
た
。
石
橋
夫
婦
子
供
が
客
。

　
石
橋
夫
人
。
平
凡
人
。
ひ
ど
い
平
凡
人
で
、
沢
山
描
か
な
い
と
云
っ
て
小
言

を
云
う
。
彼
の
よ
う
に
生
産
的
で
も
そ
う
い
う
不
平
を
き
く
な
ら
、
他
の
人
で

あ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

　A
rtist

‘slife
isnoteasy

in
anyw

here.

と
い
う
。
少
し
説
教
し
て
あ
げ
た
い
位
で
あ
っ
た
。

　
十
一
時
頃
か
え
り
、
門
明
か
ず
困
っ
て
居
る
と
、
Ｙ
、
か
え
っ
て
来
。
丁
度

よ
か
っ
た
。
花
の
茶
屋
と
い
う
の
に
、
秀
雄
と
行
っ
た
由
、
ほ
ろ
よ
い
で
愉
快

そ
う
で
あ
っ
た
。

一
月
十
日
（
日
曜
）

　
今
日
は
二
人
で
エ
ン
ジ
ョ
ウ
イ
し
よ
う
と
し
て
外
出
。

一
月
十
一
日
（
月
曜
）

　
自
分
、
湯
ヶ
島
か
ら
少
し
引
き
か
け
の
風
邪
よ
ろ
し
く
な
く
、
と
て
も
工
合

が
わ
る
い
。

　
熱
は
な
い
の
だ
が
頭
重
く
。
床
に
つ
く
。

一
月
十
二
日
（
火
曜
）

　
Ｙ
、
湿
布
な
ど
し
て
く
れ
た
の
で
、
（
昨
夜
）
少
し
工
合
よ
く
な
っ
た
。
然
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し
力
な
く
、
弱
さ
を
感
じ
。
床
に
居
る
。

　
ひ
る
間
、
一
寸
二
人
で
カ
ル
タ
を
す
る
。
自
分
こ
の
頃
カ
ル
タ
が
す
き
に
な

り
、
じ
き
し
た
い
。
や
り
方
が
判
っ
た
ば
か
り
故
ら
し
。
Ｙ
こ
の
正
月
は
運
よ

く
勝
つ
と
い
う
の
で
よ
ろ
こ
ん
で
居
る
。

　
と
し
子
を
金
山
に
や
り
、
風
邪
で
、
原
稿
を
、
十
五
日
ま
で
の
ば
し
て
欲
し

い
と
云
っ
て
や
る
。

一
月
十
三
日
（
水
曜
）

　
夜
、
床
の
上
に
坐
り
、
Ｙ
の
紫
檀
を
も
ち
出
し
て
数
枚
書
く
。

一
月
十
四
日
（
木
曜
）

　
一
日
仕
事

一
月
十
五
日
（
金
曜
）

　
仕
事
、
夕
刻
仕
舞
い
。
と
し
子
の
か
え
る
の
に
文
芸
春
秋
社
ま
で
持
っ
て
行

っ
て
貰
う
。

　
Ｙ
、
発
熱
、7.5

、
床
に
つ
く
。
ク
ロ
ボ
ト
キ
ン
の
「
革
命
家
の
思
い
出
」

を
よ
み
は
じ
む
。
（
Ｙ
）

　
よ
ろ
こ
び
面
白
が
っ
て
居
る
。

一
月
十
七
日
（
日
曜
）

　
牛
込
南
榎
町
に
家
が
あ
る
と
い
う
広
告
を
Ｙ
切
り
ぬ
く
。
電
話
を
か
け
て
見

た
ら
、
ま
だ
約
束
出
来
な
い
と
い
う
の
で
行
っ
て
見
た
が
、
ひ
ど
い
ひ
ど
い
家
、

よ
く
こ
れ
で
貸
し
家
と
云
え
る
と
思
っ
た
。
か
え
り
に
、
野
上
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
よ
る
。
十
一
時
頃
ま
で
い
ろ
い
ろ
話
す
。
始
め
作
の
こ
と
。
互
の
。
野
上
さ

ん
の
話
に
よ
る
と
、
あ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
大
き
い
一
つ
の
嘘
を
つ
こ
う
と
し

て
居
る
と
き
、
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
に
小
さ
い
嘘
で
ま
か
れ
る
と
い
う
点
を
ね
ら
っ

た
由
。
そ
う
き
く
と
、
面
白
い
筈
で
あ
っ
た
も
の
が
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

白
に
な
っ
た
。
野
上
さ
ん
、
こ
の
頃
す
っ
か
り
傾
向
が
違
っ
た
、
と
い
う
。
狙

う
本
質
は
違
わ
な
い
が
表
現
が
違
っ
た
の
だ
。
野
上
さ
ん
は
こ
の
頃
や
っ
と
リ

ア
リ
ズ
ム
の
本
質
に
ふ
れ
た
と
思
う
と
い
う
。
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
の
が
こ
の

場
合
自
分
に
よ
く
判
ら
な
い
心
持
が
し
た
。

「
私
は
、
描
写
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
ね
」
Ｙ
。
「
今
頃
其
那
こ
と
で
ど

う
す
る
！
」
と
か
え
り
に
云
う
。
Ｙ
の
野
上
さ
ん
に
対
す
る
感
情
不
穏
な
も
の

あ
り
。
Ｙ
は
な
ぜ
広
く
人
が
い
れ
ら
れ
な
い
か
。
下
の
も
の
に
は
寛
容
、
上
の

も
の
に
は
や
か
ま
し
い
性
質
。

一
月
十
八
日
（
月
曜
）

　
こ
の
頃
、
疲
労
を
覚
ゆ
。
眠
り
た
い
だ
け
眠
れ
な
い
い
や
さ
！

　
疲
労
の
た
め
に
か
、
生
活
が
暗
し
。

　
こ
ち
ら
に
抵
抗
力
が
な
い
の
で
、
Ｙ
の
我
ま
ま
そ
の
他
気
に
さ
わ
る
。

　
自
分
な
ど
、
い
く
じ
の
な
い
奴
な
り
。
恒
心
が
と
も
す
れ
ば
あ
や
う
く
な
る

な
ど
。

　
き
の
う
野
上
さ
ん
で
見
た
呉
昌
セ
キ
の
牡
丹
と
水
仙
の
画
。
忘
ら
れ
ず
。
あ

の
た
っ
ぷ
り
さ
、
雄
々
し
さ
、
自
由
さ
。
自
賛
に
、
描
終
自
賞
頗
似
十
三
峯
、

と
あ
り
。

一
月
十
九
日
（
火
曜
）
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南
風
の
暖
い
、
曇
っ
た
　
　
十
一
時
頃
に
な
っ
て
も
朝
早
く
も
や
に
こ
も
っ

て
電
車
の
音
が
聴
え
る
　
　
あ
あ
い
う
天
気
で
あ
っ
た
。
自
分
昨
夜
、
夜
中
に

目
ざ
め
、
な
か
な
か
眠
れ
な
か
っ
た
の
で
、
朝
お
き
る
の
が
ひ
ど
く
い
や
で
あ

っ
た
。
し
か
し
已
を
得
ず
起
き
、
佐
々
氏
に
電
話
を
か
け
た
。
宅
で
は
診
察
し

な
い
由
。
眠
く
、
床
に
入
り
た
い
が
、
Ｙ
、
下
に
気
を
つ
け
る
の
は
い
や
だ
よ
、

私
は
い
や
だ
よ
、
と
い
う
の
で
そ
う
も
出
来
ず
。
二
時
頃
寿
子
が
来
て
か
ら
、

Ｙ
口
や
か
ま
し
く
小
言
を
云
っ
て
不
快
な
の
で
、
瓜
生
に
ジ
ア
リ
ン
、
臭

剥







な
ど
買
い
に
ゆ
く
。
か
え
っ
て
来
て
か
ら
少
し
気
分
よ
し
。
護
国
寺
に
火
事
が

あ
り
。
内
田
氏
の
家
の
先
へ
見
に
行
っ
た
ら
、
や
け
て
い
る
家
、
火
の
子
、
立

派
に
美
し
く
見
え
た
。
「
地
獄
変
」
を
思
い
出
す
。

〔
欄
外
に
〕

『
婦
、
公
、
』
「
大
道
無
門
」
※
。
こ
の
頃
の
※
の
甘
さ
よ
！

　
と
こ
ろ
が
一
月
の
は
こ
れ
と
は
違
っ
て
よ
い
よ
し
。

　
如
是
閑
の
、
男
女
関
係
が
、
征
服
で
あ
っ
た
の
を
、
平
等
な
愛
に
ま
で
高
め

た
い
と
い
う
主
旨
の
論
文
。
よ
ん
で
居
る
う
ち
に
悲
し
さ
を
感
じ
た
。
自
分
、

今
の
生
活
に
も
、
猶
強
弱
の
（
性
格
的
）
圧
迫
、
我
ま
ま
、
不
公
平
、
原
始
的

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
も
う
五
十
年
か
百
年
か
経
っ
た
ら
、
性
的
生
活
は

ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
Ｙ
に
も
野
上
さ
ん
に
も
云
っ
た
が
「
同
じ
で
し
ょ
う
」
と

い
う
。

一
月
二
十
六
日
（
火
曜
）

　
父
上
よ
り
手
紙
、
母
上
、
先
日
ひ
ど
く
弱
っ
て
見
え
た
の
で
、
何
か
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
一
寸
あ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
見
る
と
、
二
十
九
日
に
小
樽
に
ゆ
く
。
一
緒
に
行
っ
て
も
よ
し
と
い
う
。
こ

れ
は
よ
い
、
こ
れ
は
よ
い
と
、
Ｙ
に
相
談
す
。
Ｙ
も
す
ぐ
賛
成
し
て
く
れ
る
。

た
っ
た
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
る
故
Ｙ
は
、
京
都
に
行
っ
て
も
よ
い
と
云
う
。

一
月
二
十
七
日
（
水
曜
）

　
事
務
所
に
電
話
を
か
け
、
同
行
、
お
ん
ぶ
で
行
き
た
い
由
を
た
の
む
。

一
月
二
十
八
日
（
木
曜
）

　
雄
弁
に
や
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
あ
の
坂
の
中
途
の
犬
の
こ
と
を
書
い
た
。

が
よ
く
出
来
す
ぎ
。
雄
弁
の
『
キ
ン
グ
』
に
は
惜
し
。

　
又
夜
に
な
っ
て
か
ら
、
ア
イ
ラ
ヴ
ユ
ー
を
書
い
た
。
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
す

る
。

　
Ｙ
、
風
呂
た
き
を
し
、
労
力
と
費
用
と
時
間
の
浪
費
だ
と
云
っ
て
お
こ
る
。

　
も
っ
と
も
だ
が
、
私
は
決
し
て
銭
湯
に
は
行
か
な
い
。
こ
れ
は
Ｙ
も
わ
か
っ

て
居
る
が
や
っ
て
見
る
と
、
そ
れ
を
つ
く
づ
く
感
じ
、
お
こ
る
と
こ
ろ
、
Ｙ
ら

し
く
て
面
白
し
。
夜
Ｙ
眠
れ
ず
、
二
人
で
喋
り
、
眠
っ
た
の
三
時
す
ぎ
。

〔
欄
外
に
〕

　
加
藤
首
相
、
今
朝
急
性
肺
炎
に
て
逝
去
。

一
月
二
十
九
日
（
金
曜
）

　
父
上
と
午
後
一
時
の
急
行
で
北
海
道
に
立
つ
。
同
行
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
竹

中
。

　
父
上
小
樽
三
井
銀
行
支
店
建
築
の
用
向
を
帯
び
て
。
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オ
テ
テ
コ
テ
ン
テ
ン
が
鳴
っ
た
の
で
Ｙ
も
目
が
さ
め
る
。
下
に
来
て
、
じ
ぶ

く
り
。

「
い
や
ー
、
い
や
ー
」
と
じ
ぶ
く
り
乍
ら
涙
を
出
し
て
居
る
。
一
緒
に
出
か
け
、

Ｙ
、
さ
く
や
風
呂
タ
キ
の
と
き
こ
わ
し
た
眼
鏡
な
お
さ
せ
に
神
田
で
お
り
る
。

却
っ
て
よ
く
、
元
気
に
な
っ
て
居
た
。
林
町
に
つ
く
と
す
ぐ
Ｙ
よ
り
電
話
。
母

上
「
毎
日
一
緒
に
居
て
、
ま
だ
話
す
こ
と
が
あ
る
の
か
い
、
あ
き
れ
た
ね
、
ま

あ
」
Ｙ
、
一
人
に
な
る
故
、
京
都
に
行
こ
う
か
と
秀
雄
に
き
い
た
ら
、
十
日
す

ぎ
に
ゆ
く
由
で
中
止
に
し
た
。

〔
欄
外
に
〕

　
林
町
か
ら
ク
ル
マ
廻
し
て
貰
い
、
三
越
で
買
も
の
す
。

一
月
三
十
日
（
土
曜
）

　
午
前
六
時
す
ぎ
青
森
着
。

　
船
、
実
に
珍
し
く
お
だ
や
か
で
あ
っ
た
。

　
九
時
す
ぎ
小
樽
着
。
中
山
夫
妻
出
迎
。

　
青
森
で
も
吹
雪
い
て
居
た
が
、
海
上
以
北
晴
れ
る
間
も
な
い
吹
雪
。

　
停
車
場
よ
り
始
め
て
橇
に
の
る
。

一
月
三
十
一
日
（
日
曜
）
曇
　
時
々
吹
雪
。

　
父
上
朝
よ
り
竹
中
氏
と
外
出
。
自
分
午
後
よ
り
俥
橇
に
て
小
樽
公
園
、
水
天

宮
、
花
園
町
附
近
に
出
る
。
ス
キ
ー
、
思
っ
て
居
た
ほ
ど
見
た
目
が
愉
快
そ
う

に
も
あ
ら
ず
、
下
手
ば
か
り
の
故
か
。

　
雪
景
色
は
大
抵
単
純
。

　
室
内
に
居
る
と
、
陰
気
だ
。
天
光
が
さ
さ
な
い
か
ら
。
北
海
道
の
冬
が
わ
び

し
い
の
は
、
雪
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
雪
を
ふ
ら
す
た
め
に
日
光
が
人
間
の

生
活
か
ら
う
ば
わ
れ
る
か
ら
だ
。
小
樽
見
る
と
こ
ろ
も
う
な
し
。
明
日
一
人
で

も
よ
い
、
札
幌
に
行
こ
う
か
と
思
う
。

二
月
一
日
（
月
曜
）

　
十
一
時
の
汽
車
に
て
札
幌
に
来
る
。
小
樽
よ
り
雪
尠
く
、
ゴ
ム
輪
の
車
通
ず
。

馬
橇
は
や
は
り
沢
山
あ
る
が
。
八
重
さ
ん
に
あ
げ
る
※
の
切
符
を
買
い
、
父
上

の
代
理
に
て
宮
部
氏
の
と
こ
ろ
を
訪
ね
る
。
家
移
り
、
北
小
路
と
い
う
と
こ
ろ
、

小
さ
い
教
授
連
の
家
ら
し
い
も
の
多
く
あ
る
と
こ
ろ
、
令
嬢
嫁
し
、
博
士
全
く

独
り
、
雇
人
と
暮
さ
れ
る
由
、
或
感
動
を
与
え
ら
れ
た
。
樹
木
多
き
札
幌
の
雪

は
、
小
樽
よ
り
風
情
多
し
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
、
夫
人
昔
な
が
ら
の
キ
ャ
ッ
プ
を
つ

け
、
相
変
ら
ず
好
人
物
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
妹
と
い
うold

m
iss

、
冷
や
か
な
、

哀
れ
な
老
婦
人
、
笑
い
を
知
ら
ず
。
八
十
二
ま
で
生
き
た
母
の
世
話
を
し
た
後

こ
ち
ら
に
来
た
由
、
あ
あ
い
う
顔
に
も
な
る
の
が
尤
も
な
り
。
八
重
、
肥
え
、

よ
ほ
ど
先
よ
り
健
康
そ
う
に
な
っ
て
美
し
。
快
活
に
も
な
っ
た
。
エ
ク
サ
イ
ト

し
、
手
を
や
や
暫
く
握
っ
て
は
な
さ
ず
。
と
め
ら
れ
て
泊
る
。
夜
の
祈
祷
に
連

っ
た
が
、
一
種
不
自
然
な
習
慣
の
惰
勢
を
そ
の
祈
祷
に
感
じ
不
快
。
八
重
、
元

の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
憂
鬱
は
脱
し
た
。
面
白
し
、
こ
の
変
化
。

二
月
二
日
（
火
曜
）
吹
雪

　
十
一
時
近
く
で
小
樽
に
か
え
る
。
八
重
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
送
っ
て
来
て

く
れ
る
。
父
上
ま
ち
か
ね
、
丁
度
今
お
ひ
る
が
す
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
九
時
の
汽
車
で
来
た
と
云
っ
て
居
た
が
越
中
や
に
来
た
由
。

仕
事
の
た
め
に
父
上
百
円
寄
附
し
た
由
。
食
後
二
人
で
正
直
を
訪
ね
、
市
庁
へ
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ゆ
き
、
三
井
銀
行
に
ゆ
き
、
歩
き
廻
っ
て
帰
宅
。
正
直
夕
飯
に
来
る
。
九
時
二

十
何
分
か
の
に
て
出
発
。
函
館
に
向
う
。

　
Ｙ
よ
り
手
紙
と
電
報
、
Ｙ
到
頭
京
都
に
来
た
由
。

ヤ
ッ
パ
リ
キ
タ
　
五
ヒ
カ
エ
ル
　
ユ
ア
サ

〔
欄
外
に
〕

　
き
の
う
、
今
日
、
汽
車
の
中
に
て
志
賀
直
哉
の
「
廿
代
一
面
」
を
よ
む
。

　
面
白
し
。

二
月
三
日
（
水
曜
）
晴

　
六
時
十
五
分
、
函
館
つ
き
。
五
島
軒
ホ
テ
ル
に
ゆ
く
。
部
屋
一
杯
の
由
、
下

の
喫
煙
室
で
や
す
み
、
三
十
日
以
来
始
め
て
愉
快
に
出
る
湯
で
顔
を
洗
う
。

　
こ
れ
も
久
し
ぶ
り
の
心
持
よ
い
朝
飯
で
、
父
上
竹
中
自
分
、
皆
大
よ
ろ
こ
び
、

す
っ
か
り
上
機
嫌
に
な
る
。
米
沢
人
の
骨
董
屋
と
か
い
う
の
を
訪
ね
た
。
何
も

な
し
。
市
役
所
に
ゆ
き
、
小
楠
の
兄
な
ど
に
会
う
。
日
本
銀
行
の
建
築
場
を
見

る
。
竹
中
氏
と
別
れ
、
二
人
で
あ
ち
こ
ち
歩
き
、
又
五
島
軒
に
か
え
っ
て
食
事
。

竹
中
氏
も
二
人
手
下
を
つ
れ
て
来
て
食
事
。
四
時
ま
で
ロ
ン
ジ
・
ル
ー
ム
に
休

む
。
自
動
車
で
港
に
来
、
五
時
出
帆
、
珍
し
く
静
か
な
海
な
り
。
青
森
で
竹
中

氏
と
別
る
。
彼
越
後
の
令
嬢
の
と
こ
ろ
に
廻
る
。

〔
欄
外
に
〕

　
ハ
ム
ズ
ン
を
よ
み
つ
づ
く
。
も
う
終
り
の
方
に
な
っ
て
、captain 

の
妻
が
、

下
ら
な
い
若
者
の
子
を
も
っ
た
と
こ
ろ
、
及
、
そ
れ
を
夫
に
告
げ
、
夫
堪
え
よ

う
と
し
て
堪
え
得
ず
、
終
に
夫
人
死
ぬ
。

　
生
活
の
ア
ン
ニ
ュ
イ
か
ら
来
る
破
滅

　She had no child, but had a piano, no child. N
othing to do; 

余
り
上
々
の

作
で
な
い
。

二
月
四
日
（
木
曜
）
晴

「
妙
ね
父
様
、
あ
っ
ち
に
居
た
と
き
は
そ
う
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
此
那
雪
、

何
だ
か
貧
弱
で
い
や
ね
」
自
分
本
を
よ
ん
で
居
る
。
父
上
、
一
寸
武
藤
山
治
の

『
実
業
読
本
』
を
よ
み
、
「
さ
あ
、
少
し
御
話
を
致
し
ま
し
ょ
う
か
」
自
分
、

ひ
ど
い
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
堪
ら
ず
。
Ｙ
の
こ
と
を
思
う
と
殆
ど
切
な
し
。
ま
あ

今
夜
一
晩
の
我
慢
だ
、
我
慢
！
　
我
慢
！
　
と
思
う
。

　
父
上
と
の
旅
行
楽
し
く
、
竹
中
氏
に
、
実
に
珍
ら
し
い
お
二
方
で
す
、
世
間

に
滅
多
に
な
い
、
と
云
わ
れ
た
程
よ
い
旅
の
道
づ
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
に

は
そ
れ
だ
け
で
は
欠
け
た
も
の
あ
り
、
Ｙ
！
　
Ｙ
！
　
と
思
う
。
切
な
心
持
。

Ｋ
上
野
に
迎
に
出
て
居
る
。
母
上
の
口
上
「
き
の
う
国
府
津
か
ら
帰
っ
て
つ
か

れ
て
居
り
ま
す
か
ら
上
り
ま
せ
ん
」
上
り
ま
せ
ん
、
珍
し
い
改
ま
り
よ
う
だ
と

大
笑
い
。
か
え
る
と
髪
し
あ
げ
。
父
上
少
し
ぐ
ず
つ
い
て
居
る
と
「
あ
な
た
、

も
う
あ
っ
ち
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
愉
快
、
又
笑
う
。

二
月
五
日
（
金
曜
）
晴

　
朝
早
く
起
き
、
胸
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
乍
ら
小
石
川
に
か
え
っ
た
。
ダ
ラ
寝
で

Ｙ
は
か
え
っ
て
居
る
と
思
っ
た
か
ら
。
門
あ
か
ず
。
俥
夫
を
ま
た
せ
、
山
岡
に

ゆ
く
。
鍵
な
し
。
仕
方
な
く
俥
夫
を
か
え
し
、
ト
ラ
ン
ク
を
納
屋
に
放
り
こ
ん

で
山
岡
に
ゆ
く
。
十
一
時
す
ぎ
。
三
人
で
ソ
バ
を
食
う
。
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を

見
る
と
あ
と
は
八
時
半
九
時
半
な
り
。
夜
の
。
そ
の
あ
と
の
方
で
来
る
だ
ろ
う
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と
四
時
す
ぎ
ま
で
山
岡
で
昼
寝
を
し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
か
け
る
。
精
養
軒

で
不

味

い
食
事
。
売
店
で
芥
川
の
「
支
那
游
記
」
を
買
い
読
み
乍
ら
待
つ
。
九

時
半
の
、
最
後
の
一
人
ま
で
待
っ
て
Ｙ
の
姿
見
え
な
い
の
で
涙
が
出
た
。
タ
ク

シ
ー
を
や
と
い
林
町
に
か
え
る
。
丁
度
小
林
Ｙ
よ
り
の
電
報
を
も
っ
て
、
小
石

川
に
行
っ
た
と
こ
ろ
の
由
、
あ
し
た
の
朝
七
時
半
東
京
着
。
辛
い
辛
い
一
日
で

あ
っ
た
。
こ
ん
な
に
も
た
だ
待
つ
だ
け
で
一
日
潰
し
た
日
は
生
れ
て
始
め
て
と

思
う
。

二
月
六
日
（
土
曜
）

　
よ
し
に
起
し
て
貰
い
、
着
物
を
き
か
え
て
居
る
と
こ
ろ
へ
電
話
、
Ｙ
よ
り
と

い
う
。
長
襦
袢
の
ま
ま
と
び
出
す
。
廻
っ
て
つ
れ
て
行
っ
て
貰
う
こ
と
に
す
る
。

三
十
分
ば
か
り
に
て
モ
ヤ
ー
来
。
一
緒
に
か
え
る
。
道
殆
ど
喋
り
つ
づ
け
。
嬉

し
、
嬉
し
。
や
っ
と
生
き
た
よ
う
な
り
。

　
と
し
子
を
迎
え
に
ゆ
き
、
来
さ
せ
、
二
人
で
ひ
る
ね
。
二
人
と
も
、
た
っ
た

一
週
間
別
っ
こ
に
居
た
と
思
わ
れ
ず
永
い
心
持
が
し
た
。

　
Ｙ
、
父
上
か
ら
、
家
を
た
て
る
金
、
二
千
円
位
出
し
て
貰
え
る
こ
と
に
話
し

て
来
た
由
、
夜
そ
の
プ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
む
。

　
家
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
、
自
分
、
嬉
し
さ
、
不

安

交



に
あ
り
。

二
月
九
日
（
火
曜
）

　
目
黒
に
よ
い
家
あ
り
と
い
う
の
で
、
見
に
出
か
け
る
。
行
人
坂
下
、
迚
も
話

に
な
ら
ず
。

　
あ
あ
い
う
商
売
人
、
ど
ん
な
に
平
気
で
う
そ
を
つ
く
か
と
い
う
こ
と
わ
か
っ

て
世
間
学
だ
、
モ
ヤ
ー
の
云
う
通
り
。

二
月
十
日
（
水
曜
）

　
仕
事
ど
う
と
り
つ
い
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
。

　
苦
し
。

二
月
十
三
日
（
土
曜
）

　
夜
八
時
す
ぎ
、
御
免
下
さ
い
、
女
の
声
。
障
子
を
あ
け
て
見
る
と
、
大
き
な

日
本
髪
に
結
っ
た
女
立
て
り
。
誰
だ
っ
た
か
と
思
い
、
「
ど
な
た
で
し
た
っ
け
」

「
北
村
で
す
」
「
ま
あ
珍
し
い
」

　
モ
ヤ
ー
私
の
部
屋
に
居
、
「
ほ
ー
、
お
あ
が
り
」
十
二
時
す
ぎ
ま
で
話
し
、

三
人
江
戸
川
に
出
て
小
型
自
動
車
を
見
つ
け
、
の
せ
、
か
え
す
。

　
途
中
酔
っ
ぱ
ら
い
の
土
方
、
何
か
わ
め
い
て
居
る
。
私
、
北
村
、
く
っ
つ
い

て
通
り
ぬ
け
、
モ
ヤ
ー
そ
の
男
が
「
庖
丁
一
本
持
っ
て
る
ぞ
！
」
と
威
張
っ
て

居
る
の
を
見
た
由
。

二
月
十
四
日
（
日
曜
）

　
Ｙ
、
昨
夜
の
訪
問
客
の
た
め
に
心
持
を
揺
ら
れ
落
付
か
ず
。

　
ど
う
し
た
も
の
か
と
相
談
す
。
ど
う
し
た
も
の
か
。
そ
れ
は
結
局
Ｙ
の
心
持

の
す
む
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
。
Ｙ
、
彼
女
が
た
っ
た
一
人
東
京
で
、
あ
ん
な

に
し
て
居
て
は
や
が
て
立
つ
瀬
の
な
く
な
る
の
を
考
え
、
じ
っ
と
し
て
居
ら
れ

な
い
心
持
、
い
や
さ
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
ら
し
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
知
人
と
し
て
つ
き
合
っ
て
ゆ
く
ほ
ど
互
に
平
静
な
ら
よ
し
、

そ
う
で
な
い
以
上
き
っ
ち
り
す
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
Ｙ
の
考
。
自
分
、
う

ま
く
つ
き
合
っ
て
ゆ
け
た
ら
素
敵
と
思
う
が
、
彼
女
の
必
要
と
す
る
も
の
を
考

え
る
と
何
と
も
云
え
ず
。
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二
月
十
五
日
（
月
曜
）

　
Ｙ
、
今
日
も
不
安
な
り
。

　
従
っ
て
自
分
も
落
付
か
ず
。

二
月
十
六
日
（
火
曜
）

　
Ｙ
、
散
々
迷
っ
た
末
、
夜
、
北
村
の
家
へ
出
か
け
る
。
会
っ
て
ゆ
っ
く
り
、

互
の
心
持
も
話
し
、
落
付
き
た
い
と
云
っ
て
。
寒
い
寒
い
夜
。

　
Ｙ
、
じ
き
か
え
っ
て
来
る
。
留
守
で
、
い
や
な
留
守
の
婆
が
居
た
由
。

　
却
っ
て
よ
か
っ
た
。

　
Ｙ
の
言
葉
。

二
月
十
七
日
（
水
曜
）

　
モ
ヤ
ー
佐
々
木
病
院
に
ゆ
く
。
自
分
一
緒
に
出
て
佐
野
病
院
に
ゆ
く
。
モ
ヤ

ー
去
年
よ
り
、
心
臓
妙
に
苦
し
く
な
り
結
滞
す
る
、
そ
れ
を
心
腎
科
で
鑑
定
し

て
貰
う
た
め
。

　
モ
ヤ
ー
何
で
も
な
か
っ
た
。
自
分
た
だ nervous 

な
丈
。
目
出
た
し
目
出
た

し
。
か
え
り
に
本
□
に
よ
っ
て
（
赤
門
前
）
私
の
ピ
ア
レ
ス bed 

を
買
い
、
瓜

生
で
ジ
ア
リ
ン
を
買
い
、
（
そ
の
前
に
燕
楽
で
食
事
）
か
え
る
。
伊
藤
氏
一
時

よ
り
三
時
間
も
待
っ
て
居
た
由
、
気
の
毒
。
夜
、
鈴
木
澄
子
氏
来
、
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル love 

に
つ
い
て
の
苦
し
さ
の
話
。
良
人
、
硫
酸
を
ぶ
っ
か
け
る
ぞ
と

云
っ
て
脅
迫
す
る
由
。

「
フ
ム
、
い
い
御
芝
居
だ
！
　
本
牧
夜
話
の
よ
う
ね
、
貴
方
小
説
な
ん
か
読
ま

な
い
方
が
い
い
わ
」

二
月
十
八
日
（
木
曜
）

　
今
日
よ
り
や
っ
と
仕
事
に
と
り
か
か
る
。

二
月
十
九
日
（
金
曜
）

　
今
日
、
一
時
よ
り
会
芳
楼
に
、
春
江
、
Ｋ
、
母
上
を
よ
ぶ
。
春
江
の
御
誕
生

祝
の
た
め
な
り
。

　
か
え
り
に
歯
医
者
に
廻
る
。

　
江
戸
川
か
ら
、
草
履
な
の
で
う
ま
く
歩
け
ず
、
関
口
パ
ン
で
洋
菓
子
を
買
い
、

そ
こ
へ
来
た
乗
合
に
の
る
。
坂
の
途
中
で
ギ
ャ
ソ
リ
ン
の
爆
発
不
充
分
で
車
動

か
ず
。
一
人
の
巡
査
同
乗
、
シ
ョ
フ
ァ
ー
「
す
み
ま
せ
ん
が
一
寸
車
の
う
し
ろ

に
石
を
か
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
巡
査
、
下
車
。
石
を
か
い
口
を
歪
め
、
妙
な

顔
を
し
て
戻
る
。

「
い
つ
も
此
那
こ
と
が
あ
る
の
か
？
」
「
い
い
え
、
一
つ
の
　
　
の
工
合
が
わ

る
い
ん
で
」
「
乗
客
を
云
々
」
「
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
」
巡
査
の
威
厳
を
失
っ

た
自
意
識
の
あ
ら
わ
れ
た
顔
。

二
月
二
十
日
（
土
曜
）

　
モ
ヤ
ー
、
ブ
ブ
ノ
ワ
。
フ
ン
ガ
イ
し
て
か
え
っ
て
来
る
。
ブ
ブ
ノ
ワ
、
始
め

て
皮
肉
で
、
或
娘
の
写
真
を
見
せ
て
、
こ
の
娘
さ
ん
は
利
口
だ
っ
た
と
か
、
日

本
の
女
は
利
口
で
、
真
面
目
だ
が
、
目
的
を
も
た
な
い
、
と
云
っ
た
と
か
云
っ

た
由
。
久
し
く
ロ
シ
ア
語
を
つ
か
わ
な
か
っ
た
か
ら
う
ま
く
喋
れ
な
か
っ
た
の

だ
。
い
や
が
り
、
ハ
ル
ピ
ン
に
で
も
行
っ
て
し
ま
い
た
い
と
云
い
、
し
き
り
に

そ
の
話
を
お
そ
く
ま
で
す
。
四
月
、
会
を
や
め
た
ら
行
く
と
い
う
。
私
も
い
け

と
云
う
。

二
月
二
十
一
日
（
日
曜
）
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三
沢
氏
来
た
が
、
郵
便
局
駄
目
、
む
だ
足
。

「
今
日
は
い
い
天
気
で
す
よ
」

　
そ
う
き
い
た
ら
外
に
出
た
く
な
っ
て
庭
に
下
り
、
菊
の
新
芽
の
上
に
の
こ
っ

た
去
年
の
枯
枝
な
ど
を
折
る
。
な
る
ほ
ど
よ
い
日
だ
。

　
耳
鳴
す
。
相
談
（
モ
ヤ
ー
ハ
ル
ピ
ン
に
で
も
、
ま
あ
行
く
こ
と
）
出
来
た
と

思
っ
た
ら
、
今
朝

　
モ
ヤ
ー
本
当
に
行
く
？

　
何
の
こ
と
？

　
昨
夜
の
話

　
知
ら
ん
よ

と
云
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
。
モ
ヤ
ー
私
一
人
で
置
く
の
が
不
安
な
由
、

左
様
、
よ
く
は
な
い
な
、
私
に
し
ろ
。

〔
欄
外
に
〕

　
今
日
よ
り
、
私
下
の
三
畳
のbed

に
て
眠
る
。

　
よ
し
。

　
モ
ヤ
ー
も
よ
し
。

　
二
階
で
は
二
人
ね
る
に
せ
ま
す
ぎ
る
。

二
月
二
十
二
日
（
月
曜
）
曇

　
歯
イ
シ
ャ

　
娘
さ
ん
、
学
校
の
入
学
試
験
が
あ
っ
た
と
云
っ
て
、
先
生
、
治
療
し
て
居
る

わ
き
に
来
て
話
し
て
居
る
の
を
き
く
、
学
制
の
不
備
に
フ
ン
ガ
イ
を
感
ず
。

〔
欄
外
に
〕

　
ひ
る
ま
で
仕
事
。

　
や
っ
と
目
は
な
が
つ
き
か
け
て
う
れ
し
。

　
臭
剥
き
い
て
、
ミ
ミ
ナ
リ
よ
く
な
る
。

二
月
二
十
三
日
（
火
曜
）
曇

　
仕
事
。
や
っ
と
よ
し
。

　
三
沢
氏
来
。

　
モ
ヤ
ー
、
ブ
フ
ノ
ワ
に
話
す
と
い
っ
て
、
『
中
央
公
論
』
正
月
号
掲
載
の
無

産
階
級
の
文
学
（
片
上
伸
）
論
の
梗
概
を
話
す
。
ロ
シ
ア
語
で
喋
る
の
だ
か
ら

難
し
い
。

三
月
二
日
（
火
曜
）

　
Ｙ
、
大
腸
カ
タ
ー
ル
を
起
し
、
工
合
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

三
月
三
日
（
水
曜
）

　
こ
の
月
始
め
よ
り
Ｙ
、
生
涯
の
こ
と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
、
方
針
を
立

て
る
た
め
に
心
を
労
し
て
居
る
。

　
会
を
や
め
て
し
ま
い
、
書
く
こ
と
、
語
学
な
ど
勉
強
し
よ
う
と
云
う
考
え
が
、

つ
よ
く
わ
い
て
居
る
。
つ
ま
り
会
の
仕
事
を
自
分
が
馬
鹿
に
し
な
が
ら
や
っ
て

居
る
の
は
よ
く
な
い
か
ら
と
い
う
つ
も
り
。

　
私
は
、
ど
っ
ち
で
も
よ
い
。
Ｙ
が
一
生
に
一
度
、
あ
あ
力
一
杯
や
っ
た
！
　

と
私
が
仕
事
を
す
ま
し
た
と
き
の
よ
う
な
あ
の
浄
め
ら
れ
さ
っ
ぱ
り
し
た
感
じ

を
味
え
ば
よ
い
と
思
う
。
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三
月
五
日
（
金
曜
）

　
今
日
で
歎
き
の
ピ
エ
ロ
な
く
な
る
と
い
う
の
で
、
Ｙ
と
銀
座
シ
ネ
マ
に
ゆ
く
。

ピ
エ
ロ
よ
ろ
し
。
筋
は
甘
い
が
。
サ
ー
カ
ス
を
と
る
と
こ
ろ
、
鈴
を
ふ
り
、
太

鼓
を
た
た
き
、
人
々
が
笑
い
ど
よ
め
き
、
舞
台
の
上
で
は
、
雑
多
な
人
間
が
、

動
き
廻
る
。
ま
る
で
感
覚
的
で
立
体
的
で
、
短
篇
小
説
　
　
都
会
の
一
瞬
に
、

千
も
万
も
、
タ
テ
ヨ
コ
、
入
り
混
る
印
象
を
主
と
し
た
よ
う
な
も
の
　
　
は
、

こ
ん
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
書
く
と
よ
い
な
、
と
思
う
。
近
頃
よ
い
見
も
の
で
あ
っ

た
。

　
新
橋
演
舞
場
へ
行
っ
て
中
井
さ
ん
、
ア
ミ
ノ
さ
ん
に
会
い
、
三
人
で
又
歩
き
、

中
井
さ
ん
を
有
楽
町
ま
で
送
っ
て
尾
張
町
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
か
え
る
。

三
月
六
日
（
土
曜
）

　
昨
夜
歩
い
た
の
、
Ｙ
に
よ
く
な
か
っ
た
。

　
不
快
、
臥
床
。

　
と
に
か
く
、
家
が
あ
る
の
は
重
荷
と
Ｙ
云
う
。
二
人
で
も
女
中
な
し
で
は
や

っ
て
ゆ
け
ず
、
そ
の
為
い
ろ
い
ろ
な
不
便
が
あ
る
か
ら
と
。
老
松
館
は
ど
う
だ

ろ
う
。
あ
す
こ
な
ら
き
っ
と
落
付
け
る
。
行
っ
て
見
て
来
て
く
れ
な
い
？
　
行

っ
て
見
る
。
所
謂
旅
館
の
二
階
三
部
屋
で
食
費
と
も
百
十
円
と
い
う
。
や
す
い
。

Ｙ
の
り
き
で
か
り
る
こ
と
に
し
た
が
る
。
自
分
ま
あ
一
遍
部
屋
を
見
て
か
ら
に

し
た
方
が
い
い
わ
。

〔
欄
外
に
〕

　
自
分
も
家
は
な
か
な
か
や
っ
か
い
な
り
、
何
だ
か
書
生
っ
ぽ
に
な
っ
て
居
ら

れ
ず
、
細
君
※
ま
で
だ
が
　
　
的
で
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
、
と
云
う
と
や
は
り
、

こ
の
家
に
未
練
あ
り
。
こ
の
家
は
な
か
な
か
よ
い
か
ら
。

三
月
七
日
（
日
曜
）

『
愛
国
婦
人
』
の
こ
と
で
、
秋
庭
氏
来
。
大
腸
カ
タ
ー
ル
の
話
が
出
、
彼
百
日

も
わ
る
か
っ
た
由
。

　
Ｙ
に
よ
き
忠
告
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
Ｙ
不
安
だ
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
お
と
な
し
く
云
う
こ
と
を
き
い
て
、
八
日

に
中
井
さ
ん
を
支
那
料
理
に
な
ど
ま
ね
く
こ
と
は
や
め
。

　
う
ち
で
た
べ
る
よ
う
に
、
ハ
ガ
キ
を
出
す
。

三
月
八
日
（
月
曜
）

　
昨
夜
、
徹
夜
で
し
ま
う
。

　
九
十
一
枚
、
「
苔
」
。

　
き
ょ
う
中
井
氏
が
見
え
る
と
云
う
の
で
、
す
っ
か
り
す
ま
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
が
来
な
い
由
。

　
自
分
十
時
頃
か
ら
二
階
に
あ
が
り
、
一
気
に
四
時
す
ぎ
ま
で
寝
通
し
た
。

三
月
九
日
（
火
曜
）

　
Ｙ
と
老
松
館
を
見
る
。
部
屋
が
狭
い
し
、
ど
う
か
、
と
に
か
く
又
相
談
し
な

お
し
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
Ｙ
の
方
針
も
か
わ
り
、
会
は
や
め
ず
、
自
分
の
書
く
も
の
を
の
せ
、
も
っ
と

積
極
的
に
や
っ
て
行
っ
て
見
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
あ
こ
れ
が
両
だ
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め
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
誰
に
も
た
の
ま
ず
書
い
た
も
の
を
の
せ
得
る
方
便
が
あ
る

の
だ
か
ら
。
活
字
に
な
っ
て
見
る
と
、
あ
ら
が
よ
く
見
え
て
よ
ろ
し
い
。

三
月
十
日
（
水
曜
）
雨

　
い
や
な
日
、
ひ
る
す
ぎ
網
野
さ
ん
来
、
安
藤
、
三
沢
、
安
成
二
郎
、
中
井
夫

婦
来
。

　
網
野
さ
ん
泊
る
。
始
め
て
。

　
つ
か
れ
、
話
し
す
ぎ
そ
の
他
、
自
分
よ
く
眠
れ
ず
。bed

に
来
た
い
と
思
っ

た
が
、
あ
み
の
さ
ん
が
気
に
す
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
我
慢
。

『
新
潮
』
の
「
浦
島
」
を
よ
も
う
と
て
、
Ｙ
、
と
し
子
に
買
わ
せ
る
。
広
津
の

「
白
霧
」
評
、
合
評
、
そ
の
他
、
Ｙ
フ
ン
ガ
イ
し
て
も
う
「
浦
島
」
を
よ
ま
ず
。

Ｙ
、
私
を
ヒ
イ
キ
に
し
、
お
こ
る
。

　
合
評
会
の
云
い
ぐ
さ
、
今
に
見
ろ
！
　
と
思
う
。
し
か
し
客
観
性
の
足
り
な

さ
は
、
自
分
と
し
て
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
。
私
は
一
体
客
観
性
の
あ

る
よ
う
で
な
い
女
な
の
だ
か
ら
。

〔
欄
外
に
〕

　
こ
の
日
記
、
ず
っ
と
経
っ
て
つ
け
て
居
、
批
評
に
よ
っ
て
受
け
た
心
持
変
っ

て
居
る
。

「
白
霧
」
の
二
つ
の
方
が
よ
く
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
佃
に
対
す
る
心

持
よ
り
、
あ
の
作
に
対
し
て
の
心
持
、
つ
つ
し
み
の
欠
乏
に
よ
っ
た
も
の
と
思

い
、
閉
口
し
て
居
る
。
い
い
心
持
に
な
り
す
ぎ
　
　
ま
あ
勢
に
の
り
す
ぎ
の
よ

う
な
傾
向
、
つ
つ
し
む
べ
し
、
つ
つ
し
む
べ
し
。

三
月
十
一
日
（
木
曜
）

　
Ｙ
の
腸
、
さ
す
が
大
腸
カ
タ
ー
ル
な
り
。
は
か
ば
か
し
く
な
し
。

　
不
安
で
あ
っ
た
り
、
何
だ
□
も
う
半
月
以
上
に
な
る
の
に
ま
だ
よ
ろ
し
か
ら

ず
。

　
床
に
つ
い
て
居
た
の
で
「
大
菩
薩
峠
」
を
買
っ
て
来
た
ら
、
よ
む
こ
と
よ
む

こ
と
、
よ
む
こ
と
よ
む
こ
と
。

三
月
十
二
日
（
金
曜
）

　
老
松
館
へ
引
越
し
は
延
期

　
Ｙ
の
腸
の
工
合
並
に
動
き
た
く
な
さ
か
ら
。

三
月
十
四
日
（
日
曜
）

　
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
の
「
イ
ワ
ン
・
ダ
・
マ
リ
ヤ
」
。

　
ロ
ー
プ
シ
ン
の
「
黒
馬
を
見
た
り
」
と
自
ら
比
較
す
。
ス
テ
プ
ニ
ャ
ー
ク
、

い
か
に
も
革
命
の
中
に
青
年
と
な
っ
た
ら
し
き
作
品
。

　
ロ
ー
プ
シ
ン
、
そ
の
前
か
ら
生
存
し
、
違
っ
た
生
活
の
様
式
と
、
違
っ
た
目

標
と
で
生
き
て
来
た
人
　
　
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
は
、
革
命
状
態
が
彼
と
し
て
知
っ

て
居
る
生
活
そ
の
も
の
の
全
部
で
、
他
にlife

oftoday

を
知
ら
な
い
者
。
そ

こ
に
二
人
の
作
家
の
違
い
が
あ
る
。

　
ロ
ー
プ
シ
ン
、
理
想
を
も
た
ず
に
革
命
は
見
ら
れ
ぬ
人
、
そ
こ
に
悲
し
み
、

英
雄
主
義
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
が
あ
る
。
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
、
平
た
く
現
実
と
見

る
。
辛
く
て
も
何
で
も
今
日
の
生
活
と
は
こ
う
い
う
も
の
。
　
　
日
本
の
作
家

が
デ
ー
リ
ー
ラ
イ
フ
を
書
く
そ
れ
と
同
じ
デ
ー
リ
ー
ラ
イ
フ
の
書
か
れ
た
も
の
。

　
ピ
リ
ニ
ャ
ー
ク
は
、
非
凡
な
作
家
か
？
　
技
巧
に
於
て
。
　
　
全
ロ
シ
ア
の

揺
れ
動
き
、
動
乱
を
感
じ
て
居
る
人
々
の
感
情
を
描
け
る
点
に
於
て
。
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「
ユ
ニ
ー
ク
な
ソ
ー
ル
で
は
な
し
。
」

　
○
モ
ヤ
ー
の
お
灸
は
じ
ま
り

三
月
十
五
日
（
月
曜
）

　
仕
事
が
す
む
と
、
雑
誌
な
ど
よ
む
。
一
寸
は
よ
し
、
然
し
、
雑
誌
と
い
う
も

の
、
何
とkilling

tim
e

と
し
て
役
立
つ
だ
け
の
も
の
だ
ろ
う
。
沢
山
よ
む
と

徒


に

つ
か
れ
る
。

　
下
ら
な
い
、
し
か
し
書
き
よ
う
は
知
っ
て
居
る
小
説
の
多
い
こ
と
！
　
こ
れ

が
半
年
あ
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
！
　
二
十
日
後
に
は
紙
く
ず
の
よ
う
に
な
る
。

恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。

　
い
つ
も
、
遠
い
、
大
き
い
、
揺
が
ぬ
一
点
を
見
つ
め
て
行
か
な
い
と
、
現
代

は
す
ぐ
生
存
の
足
を
す
く
う
。
一
旦
掬
わ
れ
た
ら
、
お
だ
ぶ
つ
。
新
進
作
家
の

小
器
用
さ
、
鋭
さ
、
し
か
し
規
模
の
小
さ
さ
。
自
分
の
掬
わ
れ
て
居
る
足
許
に

心
づ
か
ぬ
こ
と
が
最
大
原
因
だ
。

三
月
十
六
日
（
火
曜
）
寒

　
Ｙ
、
二
階
か
ら
下
り
て
来
。

「
家
は
い
い
ね
　
　
う
ち
は
」

と
い
う
。
ほ
ら
！
　
だ
か
ら
云
う
の
だ
。

　
◎
と
し
子
を
か
え
す
。
三
十
円
や
る
。

　
◎
国
男
来
。
こ
の
頃
彼
の
性
格
か
わ
り
、
ひ
ど
く
し
ま
つ
や
で
、
実
際
家
で
、

よ
い
あ
と
と
り
的
に
な
っ
た
。
よ
し
わ
る
し
。
然
し
う
ま
く
生
き
て
は
行
く
で

あ
ろ
う
か
ら
よ
し
よ
し
。

　
◎
「
ビ
ュ
ビ
ュ
・
ド
ゥ
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ッ
ス
」
、
ベ
ル
ト
と
い
う
淫
売
婦
、

モ
オ
リ
ス
と
い
う
情
夫
　
　
女
喰
い
、
ピ
エ
ー
ル
と
い
う
小
役
人
。
全
く
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
は
こ
の
よ
う
な
題
材
を
、
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
で
も
、
ゾ
ラ
で
も
、
ド
ス

ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
で
も
な
く
扱
っ
て
居
る
。
生
活
の
力
が
ど
ん
な
に
強
い
不
可

抗
な
も
の
か
、
生
存
の
恐
ろ
し
さ
、
か
な
し
さ
、
人
間
の
そ
う
い
う
も
の
に
対

す
る
生
き
も
の
と
し
て
の
従
順
さ
。
道
徳
的
で
あ
っ
て
誰
に
も
説
教
せ
ず
、
肉

慾
を
明
る
く
美
し
く
悲
し
く
見
る
と
こ
ろ
、
よ
し
。
彼
の
温
い
平
静
な
き
ど
ら

な
い
心
は
、
独
特
だ
。

三
月
十
七
日
（
水
曜
）
風
つ
よ
し

　
こ
の
二
三
日
八
時
前
後
に
起
床
。
日
が
永
く
ゆ
っ
く
り
出
来
て
よ
し
。
但
、

眠
る
時
間
を
早
く
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
辛
し
。
と
し
子
居
ず
。

　
自
分
で
食
事
そ
の
他
を
や
る
と
、
下
宿
へ
ゆ
き
た
く
な
る
。
た
だ
下
宿
で
、

こ
の
家
に
居
る
よ
う
な
落
付
き
が
得
ら
れ
る
や
否
や
不
安
で
は
あ
る
が
。

　
夜
、
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
を
よ
む
。
伊
藤
綾
子
来
。

　
Ｙ
と
仕
事
の
話
を
し
、
京
都
並
、
祇
園
の
生
活
を
こ
れ
ま
で
の
ど
の
人
が
描

い
た
の
と
も
違
う
書
き
ぶ
り
、
見
か
た
で
書
い
た
ら
さ
ぞ
面
白
か
ろ
う
と
い
う

こ
と
を
話
す
。
Ｙ
は
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
知
っ
て
居
る
か
ら
先
導
し
て
貰
っ
て
。

〔
欄
外
に
〕

『
婦
人
公
論
』
安
成
二
郎
が
原
ア
サ
ヲ
の
こ
と
を
書
い
た
、
「
恋
の
見
合
」
。

　
面
白
く
心
持
よ
く
よ
ん
だ
。
彼
と
し
て
よ
い
作
と
思
う
。
弱
く
て
小
さ
い
原

に
対
す
る
男
の
、
よ
い
愛
が
あ
ら
わ
れ
て
居
る
。
そ
の
妙
な
小
さ
さ
な
ど
が
。

　
彼
女
の
周
囲
に
男
を
引
つ
け
、
同
時
に
彼
女
を
不
幸
に
も
す
る
の
だ
と
思
う
。
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三
月
十
八
日
（
木
曜
）

　
今
日
も
風
つ
よ
し
。
明
る
き
日
向
、
急
に
目
立
っ
て
来
た
硝
子
の
塵
、
く
も

り
。
庭
に
お
く
れ
咲
き
の
薹



の
た
っ
た
福
寿
草
。
草
花
が
、
剪
り
花
な
が
ら
新

陳
代
謝
早
く
な
り
、
じ
き
水
が
く
も
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

三
月
十
九
日
（
金
曜
）
風
　
曇

　
は
い
し
ゃ
。
今
日
は
金
冠
を
か
け
る
下
拵
に
て
、
エ
ン
ジ
ン
ひ
ど
く
、
疲
る
。

　
ク
ー
プ
リ
ン
の
チ
ェ
ホ
フ
の
思
い
出
を
よ
む
。
一
寸

　
老
松
館
に
は
到
頭
ゆ
か
ぬ
こ
と
に
き
ま
る
。
自
分
す
ぐ
Ｙ
に
雷
同
し
、
あ
と

で
こ
ま
る
。
こ
れ
か
ら
は
注
意
。

　
夜
よ
り
降
雪
、
淡
い
、
水
の
多
い
春
の
雪
。

三
月
二
十
日
（
土
曜
）
雪

　
昨
夜
、
消
え
消
え
降
っ
て
居
た
雪
や
ま
ず
。

　
一
日
降
る
。

　
ロ
シ
ア
語
、
一
昨
々
日
の
と
こ
ろ
を
や
る
。
ロ
シ
ア
語
は
複
雑
で
む
ず
か
し

く
て
い
や
。

　
Ｙ
、
書
き
か
け
の
も
の
を
、
こ
ね
て
居
る
。
何
が
出
来
る
か
。
な
か
な
か
骨

が
折
れ
る
ら
し
い
。

「
大
道
無
門
」
失
敗
の
作
な
り
。
惜
し
き
才
。

　
こ
の
頃
朝
大
抵
九
時
ま
で
に
離
床
。
台
ど
こ
ろ
を
や
る
の
で
つ
か
れ
、
早
く

眠
る
。
し
か
し
、
頭
は
何
だ
か
密
度
が
あ
ら
く
な
る
よ
う
で
い
や
。
『
時
事
』

に
広
告
を
出
し
て
居
た
女
中
に
ハ
ガ
キ
を
書
く
。
山
岡
何
と
も
音
さ
た
な
し
。

〔
欄
外
に
〕

　
ク
ー
プ
リ
ン
、
彼
は
芸
術
家
と
し
て
と
び
切
り
の
一
流
で
は
な
か
っ
た
。
何

故
？

　
彼
の
、
チ
ェ
ホ
フ
の
思
い
出
に
で
も
あ
る
一
種
のSw

eet

な
と
こ
ろ
が
、
何

か
関
係
が
あ
り
は
し
な
か
っ
た
か
。

四
月
九
日
（
金
曜
）

　
英
男
、
東
京
高
等
の
入
学
試
験
を
通
っ
た
。
父
上
よ
り
ハ
ガ
キ
に
て
通
知
。

大
い
に
よ
ろ
こ
ぶ
。

「
役
の
行
者
」
、
初
め
て
築
地
小
劇
場
に
て
上
演
。
ひ
ど
く
評
判
よ
し
。
青
山

の
役
の
行
者
。
行
っ
た
が
、
満
員
で
入
れ
ず
。
シ
ネ
マ
ギ
ン
ザ
に
ゆ
き
、
ヤ
ン

ニ
ン
グ
ス
の
ラ
ス
ト
マ
ン
を
見
る
。
ヤ
ン
ニ
ン
グ
ス
の
厚
手
な
、
暖
み
の
あ
る
、

而
し
て
単
純
な
心
の
老
爺
よ
く
や
っ
て
居
た
。
ヤ
ン
ニ
ン
グ
ス
だ
け
で
見
せ
る

も
の
だ
。

四
月
十
日
（
土
曜
）

　
三
宅
さ
ん
に
送
る
小
説
十
二
枚
終
る
。

「
秋
の
反
射
」
。

四
月
十
二
日
（
月
曜
）

『
日
日
』
に
て
、
Ａ
、
再
び
結
婚
し
た
こ
と
を
知
る
。

四
月
十
三
日
（
火
曜
）

　
英
男
、
国
男
、
ス
エ
子
、
春
江
、
モ
ヤ
ー
、
自
分
。
集
っ
て
家
で
夕
飯
を
た
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べ
た
。
英
男
の
御
祝
の
た
め
。

　
今
日
は
自
分
達
が
始
め
て
一
昨
年
、
野
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
会
い
、
自
笑
軒

へ
行
っ
た
記
念
日
だ
。
早
い
も
の
。
も
う
足
か
け
三
年
に
な
っ
た
。
あ
の
時
は

も
う
単
衣





羽
織
を
着
て
居
た
。
今
年
は
寒
い
。

四
月
十
四
日
（
水
曜
）

　
こ
の
頃
の
風
に
は
閉
口
。

　
ア
ミ
ノ
、
モ
ヤ
ー
の
古
い
西
部
と
い
う
友
達
。
夕
方
、
と
し
子
、
Ｈ
、
Ｙ
、

Ｓ
、
な
の
で
、
Ｙ
、
家
で
食
事
を
す
る
の
を
い
や
が
り
、
三
人
で
出
か
け
、
海

市
に
よ
っ
て
か
ら
甚
兵
衛
。

　
銀
座
を
歩
く
。

　
実
に
ひ
ど
い
、
さ
む
い
風
。

四
月
十
五
日
（
木
曜
）

　
ど
う
か
し
て
体
グ
タ
グ
タ
。
と
て
も
起
き
る
の
が
辛
か
っ
た
。
午
後
、
デ
ン

テ
ィ
ス
ト
。
上
一
本
抜
く
。
今
日
も
風
。
但
、
昨
日
よ
り
や
や
弱
し
。

四
月
二
十
七
日
（
火
曜
）

　
九
州
旅
行
に
出
立
。

　
特
急
に
て
。

　
七
時
す
ぎ
京
都
に
つ
く
。

　
木
原
に
と
ま
る
。

　
十
時
す
ぎ
、
た
の
、
ぶ
す
、
秀
雄
君
来
。

　
池
の
寮
と
い
う
の
に
出
か
け
る
。
偉
い
さ
わ
ぎ
。
よ
っ
ぱ
ら
い
の
仲
居
、
す

ご
い
有
様
。

四
月
二
十
八
日
（
水
曜
）

　
木
原

　
秀
雄
さ
ん
、
お
こ
と
、
四
人
で
清
水
か
ら
河
合
卯
之
助
氏
の
と
こ
ろ
へ
よ
り
、

モ
ヤ
父
上
へ
の
み
や
げ
、
そ
の
他
買
い
、
□
屋
大
一
で
す
っ
ぽ
ん
を
た
べ
る
。

か
え
っ
て
、
ぶ
す
、
た
の
、
夏
踊
の
髪
と
顔
で
来
る
。
二
人
と
ま
る
。
Ｙ
に
た

の
の
着
物
き
せ
、
お
や
出
だ
と
云
っ
て
ふ
ざ
け
る
、
は
で
な
色
彩
、
白
粉
け
の

な
い
Ｙ
の
顔
に
不
釣
合
で
き
た
な
く
、
哀
れ
に
見
え
て
自
分
い
や
で
あ
っ
た
。

四
月
二
十
九
日
（
木
曜
）

　
木
原

　
都
踊
見
物
、
ぶ
す
が
利
巧
で
自
分
に
近
い
方
へ
我
々
を
座
ら
せ
た
。
ノ
ー
エ

ン
に
ゆ
く
。

〔
欄
外
に
〕

　
花
見
小
路
を
走
る
人
力
車
の
後
に
つ
い
て
、
小
桃
万
歳
！
　
と
叫
び
つ
つ
つ

い
て
馳
る
学
生
あ
り
。

四
月
三
十
日
（
金
曜
）

　
木
原
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五
月
一
日
（
土
曜
）

　
紅
丸
に
て
神
戸
か
ら
午
後
四
時
立
つ
。

　
別
府
行
。

五
月
二
日
（
日
曜
）

　
別
府
着
。

五
月
六
日
（
木
曜
）

　
臼
杵
に
立
つ

五
月
七
日
（
金
曜
）

　
臼
杵
。

　
深
田
の
石
仏
見
物

五
月
八
日
（
土
曜
）

　
臼
杵
。

五
月
九
日
（
日
曜
）

　
鹿
児
島
に
立
つ

　
日
向
の
青
島
に
よ
る
。

五
月
十
日
（
月
曜
）

　
鹿
児
島
見
物

　
城
山
。

　
集
成
館

　
夜
十
一
時
立
つ
長
崎
に
向
っ
て

五
月
十
一
日
（
火
曜
）

　
長
崎
着
。

五
月
十
二
日
（
水
曜
）

　
長
崎

　
図
書
館
　
本
や

五
月
十
三
日
（
木
曜
）

　
長
崎
　
福
済
寺

五
月
十
四
日
（
金
曜
）

　
長
崎
、
浦
上
、
大
浦

　
夜
立
つ

五
月
十
五
日
（
土
曜
）

　
京
都
、
夜
着
、
十
一
時
半
。

五
月
十
六
日
（
日
曜
）

　
京
都

　
昇
之
助
を
南
座
に
て
き
く
。
楽
屋
始
め
て
見
る
。
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五
月
十
七
日
（
月
曜
）

　
京
都

　
ぶ
す
の
気
取
り
と
、
い
じ
わ
る
。

　
円
山
公
園
に
、
秀
雄
、
我
々
、
た
の
、
ぶ
す
に
て
散
歩
。
モ
ヤ
ー
の
兄
上
、

昇
之
助
、
来
。

五
月
十
八
日
（
火
曜
）

　
京
都
。

　
京
都
座
喜
多
村
緑
郎
「
婦
系
図
」

　
大
原
。

五
月
十
九
日
（
水
曜
）

　
京
都
立
。

五
月
二
十
日
（
木
曜
）

　
九
州
地
方
旅
行
よ
り
帰
宅
。

六
月
八
日
（
火
曜
）

　
Ｙ
、
京
都
へ
一
人
立
つ
。
兄
の
問
題
に
て
。

　
自
分
、
『
文
芸
春
秋
』
の
仕
事
も
あ
っ
て
ゆ
け
ず
。
又
ゆ
け
て
も
、
今
度
は

留
守
番
を
す
べ
き
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
あ
り
。

　
縁
側
の
机
に
出
て
仕
事
に
つ
き
考
え
て
居
た
が
、
フ
ト
気
が
向
き
、
随
筆
の

よ
う
な
も
の
数
枚
か
く
。
家
じ
ゅ
う
、
急
に
空
気
の
流
通
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
、
い
や
に
か
ら
り
と
し
て
淋
し
。
こ
れ
を
し
ま
う
頃
、
国
男
、
春
江
二
人
来

る
。
よ
く
来
て
く
れ
た
と
、
助
っ
た
気
持
し
。
夕
飯
四
人
で
た
べ
、
十
時
頃
ま

で
居
て
か
え
る
。
国
男
、
少
々
ヒ
ポ
コ
ン
デ
リ
ア
の
気
味
で
あ
っ
た
。
夜 bed 

で
ね
た
が
、
何
と
し
て
も
眠
ら
れ
ず
、
異
様
な
淋
し
さ
、
淋
し
さ
に
追
い
立
て

ら
れ
て
二
階
へ
上
り
、
Ｙ
の
床
を
し
き
、
机
の
上
で
歌
の
よ
う
な
も
の
を
か
き
、

鴎
外
全
集
中
短
篇
小
説
の
ホ
ン
ヤ
ク
な
ど
を
よ
み
つ
つ
眠
る
。

　
ガ
ス
タ
ヴ
・
ウ
ィ
ー
ド
の
「
尼
」
、
「
薔
薇
」
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
「
聖
ジ
ュ

リ
ア
ン
」
、
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
「
舞
踏
」
等
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
皮
肉
さ
。

六
月
十
一
日
（
金
曜
）

　
す
っ
か
り
仕
事
を
し
ま
い
、
菅
氏
へ
送
り
出
し
て
し
ま
う
。
辛
か
っ
た
。
辛

か
っ
た
。

　
夜
Ｙ
か
え
る
と
思
い
、
楽
し
み
に
楽
し
み
に
待
っ
て
居
た
と
こ
ろ
へ
、
午
後

三
時
す
ぎ
て
電
報
。
ケ
サ
ノ
リ
オ
ク
レ
タ
ア
ス
ア
サ
タ
ツ
モ
ヤ
ー

　
が
っ
か
り
し
、
泣
き
出
し
た
い
位
に
な
っ
た
。

　
憤
然
と
す
、
の
り
お
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
本
当
に
か
え
り

た
い
と
思
っ
た
ら
、
誰
が
の
り
お
く
れ
な
ん
ぞ
す
る
…
…
と
。

　
然
し
考
え
な
お
し
、
ま
あ
よ
い
よ
い
と
思
う
。
一
日
位
当
て
が
は
ず
れ
て
、

斯
う
が
っ
か
り
し
て
は
、
我
な
が
ら
た
よ
り
に
な
ら
な
い
。
腹
に
力
の
な
い
奴

と
思
い
な
お
す
。
午
後
渡
辺
竹
中
二
人
づ
れ
で
来
た
。
渡
辺
氏
ど
う
し
た
か
ひ

ど
く
笑
い
は
し
ゃ
ぐ
。

六
月
十
三
日
（
日
曜
）
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中
村
白
葉
氏
か
ら
ハ
ガ
キ
で
通
知
を
貰
っ
て
居
た
新
町
の
家
、
見
に
出
か
け

る
。
散
歩
か
た
が
た
。
曇
天
。
す
っ
か
り
雨
の
用
意
を
し
て
。
渋
谷
へ
降
り
る

と
小
雨
。
足
駄
役
に
立
つ
。
家
、
な
か
な
か
広
く
、
庭
も
よ
く
心
持
よ
さ
そ
う

だ
が
、
も
う
き
ま
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
。
今
日
中
に
返
事
が
あ
る
か
ら
、

ま
だ
だ
っ
た
ら
貸
し
て
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
。
か
り
た
い
も
の
と
思
う
。
か
え

り
に
、
秋
庭
氏
の
と
こ
ろ
に
廻
る
。
遠
い
遠
い
。
す
っ
か
り
く
ら
く
な
っ
て
か

ら
つ
き
、
持
参
の
牛
肉
を
す
き
や
き
に
し
て
た
べ
る
。
美
味
し
。
秋
庭
氏
の
よ

う
な
生
活
い
い
な
と
思
う
。
　
　
住
、
食
な
ど
出
来
る
だ
け
手
軽
く
、
カ
ン
タ

ン
に
し
て
、
安
々
と
暮
す
、
暮
し
方
。
例
え
ば
、
家
屋
の
よ
う
な
も
の
も
。

六
月
十
五
日
（
火
曜
）

　
新
町
の
家
又
見
に
来
、
か
り
る
と
き
め
る
。

六
月
二
十
日
（
日
曜
）
晴

　
駒
沢
新
町
へ
引
越
す
。
馬
力
三
台
。
手
伝
、
林
町
よ
り
別
府
、
宍
戸
、
そ
の

他
。

七
月
十
四
日
（
水
曜
）

　
Ｙ
の
ロ
シ
ア
人
の
先
生
来
。
四
時
頃
か
ら
の
つ
も
り
だ
っ
た
ら
、
二
時
に
来
、

Ｙ
、
ひ
る
ね
を
し
か
け
て
居
た
と
こ
ろ
、
千
世
、
「
日
本
人
で
す
か
、
西
洋
人

の
よ
う
な
方
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
」
と
い
う
。
大
き
な
人
故
驚
い
た
ら
し
。

七
月
十
五
日
（
木
曜
）
晴
朗
　
暑
気
き
び
し
。

　
○
仕
事
の
為
、
一
昨
年
の
日
記
を
出
し
て
よ
ん
だ
。
十
月
十
三
日
の
と
こ
ろ
、

母
上
対O

kabe

の
心
持
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
又
自
分
の
心
持
な
ど
。

あ
の
頃
か
ら
見
る
と
、
三
年
の
間
に
、
母
も
老
ら
れ
た
。
女
性
の
四
十
八
九
歳

と
い
う
年
頃
。
自
分
は
そ
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
経
過
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
○
フ
ロ
を
た
き
乍
ら
、
婦
公
、
の
武
林
文
子
の
文
を
よ
む
。
人
世
と
闘
い
、

あ
ば
ず
れ
て
居
る
と
い
う
感
じ
。
然
し
何
か
心
を
動
す
と
こ
ろ
あ
り
。

〔
欄
外
に
〕

　
私
の
六
畳
は
な
か
な
か
あ
つ
し
。
鎌
倉
を
思
い
出
す
。

　
昨
夜
Ｙ
、
ね
し
な
に
去
年
は
十
五
日
に
秀
雄
が
来
、
十
六
日
に
京
都
に
か
え

っ
た
ね
と
い
う
。

　
本
当
に
そ
う
で
あ
っ
た
。

七
月
十
六
日
（
金
曜
）
晴

　
九
十
一
度
。
去
年
の
今
日
は
七
十
八
九
度
で
あ
っ
た
由
。
な
か
な
か
の
暑
気
。

自
分
昨
日
よ
り
引
つ
づ
き
仕
事
の
下
拵
え
。
今
度
の
と
こ
ろ
は
苦
し
い
。
　
　

本
当
に
正
直
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
正
直
に
な
る
と
、
あ
る
こ
と

に
対
し
、
理
想
的
結
末
を
結
び
得
な
か
っ
た
悲
し
み
を
新
に
す
る
か
ら
。

　
Ｙ
、
あ
つ
い
あ
つ
い
と
て
何
も
出
来
ず
、
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ニ
ナ
」
を
よ
ん

で
居
る
。

　
○
自
分
一
昨
々
日
林
町
か
ら
帰
っ
て
か
ら
ど
う
も
胃
の
工
合
悪
し
く
、
今
日
、

朝
パ
ン
二
片
、
ひ
る
ス
ー
プ
に
パ
ン
一
片
、
晩
、
飯
一
杯
半
と
い
う
有
様
。

　
半
ば
暑
気
あ
た
り
ら
し
い
。

〔
欄
外
に
〕

　
大
塩
平
八
郎
を
、
吉
蔵
か
つ
て
戯
曲
と
す
る
。
今
度
真
山
青
果
又
、
全
然
違
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っ
た
見
方
で
あ
つ
か
っ
て
ド
ラ
マ
ナ
イ
ズ
し
て
あ
る
。
作
者
の
性
格
の
違
い
が

見
え
て
面
白
い
。
吉
蔵
の
は
社
会
学
的
立
場
か
ら
、
青
果
の
は
性
格
劇
と
し
て

見
せ
よ
う
と
し
て
居
る
の
ら
し
い
が
、
成
功
と
云
え
ず
。
神
経
質
す
ぎ
、
こ
ん

な
小
器
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
但
、
養
父
の
妻
と
リ
ー
ベ
に
な
っ
た
と

こ
ろ
な
ど
、
青
果
氏
の
つ
く
り
か
。

八
月
十
日
（
火
曜
）

　
午
前
か
ら
か
か
っ
て
午
後
三
時
頃
や
っ
と
す
っ
か
り
仕
事
が
仕
舞
っ
た
。
す

ぐ
仕
度
を
し
て
、
改
造
へ
ゆ
き
渡
し
、
校
正
の
こ
と
を
き
き
、
新
橋
で
Ｙ
と
落

合
う
の
を
待
つ
。
五
時
半
と
い
う
の
に
Ｙ
、
六
時
に
な
っ
て
も
来
ず
。
ヒ
ョ
イ

と
自
分
の
前
に
立
つ
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
上
で
顔
を
そ
っ
て
居
た
由
。
色
白

く
さ
っ
ぱ
り
美
し
く
な
っ
た
。
暑
い
な
。
迚
も
ね
。
活
動
な
ん
か
閉
口
よ
つ
か

れ
て
居
る
か
ら
。
第
一
お
な
か
が
す
い
た
。
い
く
ら
あ
る
？
　
あ
の
十
円
か
ら

四
円
引
い
た
。
竹
川
町
か
ら
モ
ー
ロ
ー
自
動
車
で
築
地
河
岸
へ
涼
み
に
行
っ
た
。

実
に
い
い
心
持
で
、
珍
ら
し
く
、
い
い
心
持
！
　
く
れ
て
か
ら
※
月
で
食
事
を

し
、
山
田
わ
か
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
一
寸
よ
り
、
二
階
の
も
の
干
し
で
涼
み
、
か

え
っ
た
の
が
十
二
時
、
疲
れ
甚
し
。

八
月
十
四
日
（
土
曜
）

　
東
京
を
立
ち
、
千
ヶ
滝
の
網
野
さ
ん
を
訪
ね
、
一
緒
に
赤
倉
へ
ゆ
こ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
暑
気
甚
し
く
、
汽
車
に
の
っ
て
居
て
、
ウ
ス
イ
に
か
か
る
ま
で
、
気
が
ボ
ー

と
な
る
位
な
り
。

八
月
十
九
日
（
木
曜
）

　
夜
、
赤
倉
か
ら
か
え
る
。

八
月
二
十
五
日
（
水
曜
）

　
赤
倉
ゆ
く
前
後
か
ら
、
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
「
白
痴
」
を
よ
み
、
白
痴
、

ラ
ゴ
ー
ジ
ン
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
、
将
軍
夫
人
、
コ
ー
リ
ヤ
、
ア
グ
ラ
ー
ヤ
な
ど
の

性
格
、
あ
の
よ
う
に
描
く
　
　
い
や
、
捕
え
感
じ
得
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
者
の
力

を
ひ
ど
く
感
じ
た
。
病
的
な
ほ
ど
鋭
い
。
グ
レ
コ
の
画
の
よ
う
に
歪
み
震
え
、

赫
燿
た
る
美
の
光
に
貫
か
れ
て
居
る
。
彼
の
天
才
の
直
接
法
な
、
い
や
に
真
髄

的
な
、
こ
ま
か
く
深
く
無
限
に
深
く
美
に
震
え
る
力
を
、
羨
望
す
る
こ
と
切
だ
。

彼
は
感
覚
に
於
て
ト
ル
ス
ト
イ
よ
り
比
較
に
な
ら
ぬ
近
代
人
だ
。
近
代
人
の
捕

え
難
い
神
経
の
震
え
、
生
存
の
な
や
み
の
一
面
を
、
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
は

活
々
と
涙
を
こ
ぼ
さ
せ
る
ほ
ど
に
描
き
得
よ
う
。

八
月
二
十
九
日
（
日
曜
）

　
ハ
ム
ス
ン
、
シ
ャ
ロ
ー
・
ソ
イ
ル
を
よ
む
。
大
し
た
作
品
で
は
な
い
が
、
或

種
の
所
謂
芸
術
家
と
い
う
も
の
に
対
す
る
鋭
い
批
判
が
あ
る
点
注
目
に
価
す
る
。

ハ
ム
ス
ン
が
芸
術
並
、
芸
術
家
と
い
う
も
の
に
ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
置
い
て

居
る
か
、
彼
が
理
想
家
で
あ
る
こ
と
な
ど
わ
か
る
。

　
生
馬
の
「
葡
萄
圃
の
中
」
を
よ
む
。
こ
ん
ど
の
仕
事
の
参
考
と
し
て
。

　
こ
の
頃
運
動
不
足
を
感
じ
、
夕
方
散
歩
し
た
い
し
た
い
心
持
に
な
っ
た
。
が
、

一
人
で
ゆ
け
ず
、
髪
を
結
っ
た
り
し
て
気
を
ま
ぎ
ら
し
て
居
た
が
、
夕
飯
後
、

Ｙ
、
町
へ
ゆ
こ
う
と
い
う
。
う
れ
し
。
出
か
け
、
変
な
活
動
の
割
引
き
で
、
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
と
、
キ
ー
ト
ン
の
と
ち
麺
棒
　
　 Seven C

hances 

と
い
う
の
を

見
、
か
え
る
。
気
が
変
っ
て
よ
か
っ
た
。
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八
月
三
十
日
（
月
曜
）

　
残
暑
、
相
当
に
き
び
し
。
仕
事
に
そ
ろ
そ
ろ
と
り
か
か
ろ
う
か
と
思
い
、
原

稿
紙
を
出
し
た
つ
い
で
に
一
昨
年
の
六
月
頃
Ｙ
が
安
積
に
く
れ
た
手
紙
を
出
し

て
よ
み
か
え
し
て
見
、
感
動
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
見
る
と
、
私
共
の
生
活
は
想

像
も
さ
れ
な
か
っ
た
程
度
に
よ
く
行
っ
て
居
る
わ
け
だ
。
こ
の
頃
の
Ｙ
は
、
も

う
あ
の
頃
の
引
こ
み
思
案
、
自
己
の
放
棄
、
暗
い
あ
き
ら
め
な
ど
、
思
い
出
す

こ
と
さ
え
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
女
は
、
ず
っ
と
単
純
に
自
然
に
生
き
生
き

し
て
居
る
。
う
れ
し
。

〔
欄
外
に
〕

　
こ
の
頃
、
さ
さ
き
ふ
さ
氏
の
こ
と
を
考
え
、
妙
に
い
じ
ら
し
い
み
た
い
な
、

あ
わ
れ
み
た
い
な
、
癪
に
さ
わ
る
よ
う
な
心
持
を
抱
く
。

　
面
白
し
。
何
か
に
ど
う
か
し
て
書
い
て
見
た
い
。

九
月
一
日
（
水
曜
）

　
八
時
頃
Ｙ
の
部
屋
で
訳
し
て
居
る
チ
ェ
ホ
フ
の
手
紙
を
よ
ん
で
居
る
と
、
暗

い
玄
関
で
人
声
が
し
、
思
い
が
け
ず
網
野
さ
ん
来
。
私
何
だ
か
ぞ
っ
と
し
た
位

う
れ
し
か
っ
た
。
小
さ
い
雨
な
ど
ふ
り
、
人
が
来
な
ど
し
よ
う
も
な
い
日
で
あ

っ
た
故
か
。

　
作
品
の
話
、
そ
の
他
。
十
時
お
な
か
が
す
き
、
二
人
で
食
糧
品
や
に
行
っ
て

マ
カ
ロ
ニ
を
買
っ
て
来
た
。
私
そ
れ
を
ゆ
で
、
二
人
で
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で

た
べ
る
。
ア
ミ
ノ
さ
ん
泊
る
。

　
あ
の
食
糧
品
や
、
Ｙ
大
キ
ラ
イ
だ
が
、
可
笑
し
い
男
だ
。
こ
の
マ
カ
ロ
ニ
ど

の
位
に
ふ
え
ま
す
か
と
き
い
た
ら
「
フ
ラ
ン
ス
の
は
ふ
え
ま
す
が
、
イ
タ
リ
ー

の
は
大
し
て
ふ
え
ま
せ
ん
。
直
観
し
た
と
こ
ろ
は
ち
が
い
ま
せ
ん
が
水
分
を
ふ

く
み
ま
す
か
ら
出

が
あ
り
ま
す
云
々
」

九
月
二
日
（
木
曜
）

　
ア
ミ
ノ
さ
ん
一
日
居
。
『
新
潮
』
の
方
が
十
月
で
な
く
十
一
月
に
な
っ
た
と

い
う
の
で
ゆ
っ
く
り
し
て
居
よ
か
っ
た
。

　
一
日
で
、
ま
る
で
秋
ら
し
く
な
っ
た
。
美
し
い
、
澄
ん
だ
、
磨
い
た
よ
う
な

空
気
、
さ
ぞ
今
日
な
ど
竹
藪
が
美
し
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
散
歩
を
欲
し
た
が
、

ア
ミ
ノ
さ
ん
動
か
ず
。

「
何
だ
か
ぼ
ん
や
り
し
て
し
ま
っ
た
」
と
く
つ
ろ
い
で
居
る
。

　
○
伊
藤
綾
子
の
母
上
死
去
の
由
、
ハ
ガ
キ
で
「
忙
中
乍
ら
御
通
知
ま
で
」
と

云
っ
て
来
た
。
母
の
こ
し
ら
え
た
と
い
う
カ
キ
モ
チ
な
ど
貰
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

死
ん
だ
人
に
対
し
て
は
別
に
悪
感
は
も
っ
て
居
な
い
の
だ
が
、
彼
女
の
態
度
が

何
だ
か
い
や
。
こ
う
い
う
風
な
心
持
は
ど
う
処
理
す
る
の
が
よ
い
の
か
返
事
出

さ
ず
。

九
月
三
日
（
金
曜
）

　
こ
の
間
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
野
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
手
紙
を
書
い
た
。
長
く
長

く
。
返
事
が
来
た
。
Ｙ
、
さ
き
に
起
き
、
よ
み
、
「
野
上
さ
ん
か
ら
手
紙
が
来

て
る
よ
」
「
そ
う
お
、
何
て
」
「
不
愉
快
な
手
紙
だ
」
な
る
ほ
ど
、
さ
っ
ぱ
り

朗
か
で
な
い
。
何
か
あ
る
。
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
　
　
然
し
何
故
、
皆
が
、

ま
あ
と
る
に
足
り
な
い
。
伊
藤
に
し
ろ
、
林
町
ｍ
に
し
ろ
、
野
上
さ
ん
に
し
ろ
、

長
年
の
友
達
だ
の
に
Ｙ
の
心
持
の
し
ん
を
理
解
し
、
又
理
解
し
た
ら
好
意
を
も

た
な
い
の
だ
ろ
う
。
　
　
勿
論
Ｙ
、
野
上
さ
ん
に
は
か
な
り
皮
肉
な
心
持
も
抱
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い
て
居
る
。
そ
れ
が
反
射
す
る
の
か
。
湯
浅
さ
ん
に
云
っ
て
下
さ
い
。

九
月
四
日
（
土
曜
）

　
ひ
ど
い
ひ
ど
い
。
こ
ん
な
大
暴
風
雨
に
は
久
し
く
会
わ
な
か
っ
た
。

　
雨
が
ふ
き
込
む
。
雨
戸
を
し
め
た
に
つ
れ
て
、
子
供
の
時
分
、
荒
れ
た
日
、

縁
側
の
雨
戸
が
少
し
ず
つ
す
か
し
て
閉
め
ら
れ
、
す
き
間
か
ら
ふ
き
こ
ん
だ
シ

ブ
キ
で
廊
下
が
ぬ
れ
、
よ
く
辷
れ
た
こ
と
。

　
一
年
に
も
っ
と
度
々
大
洪
水
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
。
こ
わ
く
面

白
く
、
大
き
な
声
を
出
し
て
亢
奮
し
た
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
た
。

　
Ｙ
、
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」
を
よ
む
。
自
分
よ
ま
な
か
っ
たK

aa

‘s

H
unting

な
ど
よ
む
。
面
白
し
。
日
本
に
こ
の
よ
う
な
作
家
が
せ
め
て
一
人
あ

っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
富
さ
、
一
方
に
こ
の
よ
う
な
物
語
の

書
け
る
作
家
が
あ
り
、
サ
イ
コ
ア
ナ
リ
シ
ス
の
作
家
あ
り
、
モ
ー
ラ
ン
あ
り
等
。

日
本
な
ん
か
、
や
っ
と
薄
手
の
二
色
三
色
と
い
う
気
が
し
さ
え
す
る
。
尤
も
、

和
郎
が
、
批
評
（
藤
村
、
秋
声
の
作
品
）
の
と
き
、
こ
の
よ
う
な
人
生
に
対
す

る
積
極
的
、
意
志
的
理
想
主
義
の
日
本
の
文
学
が
、
廃
頽
の
欧
州
文
学
に
向
っ

て
持
つ
価
値
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
同
感
だ
。

九
月
六
日
（
月
曜
）

　
朝
Ｙ
と
一
緒
に
出
か
け
網
野
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
。
二
時
頃
ま
で
喋
り
、

北
村
へ
行
く
。
先
生
留
守
。
助
手
に
網
野
さ
ん
を
紹
介
す
。
飯
田
橋
で
Ｙ
と
落

合
い
、
吾
妻
橋
ま
で
ゆ
き
ツ
ー
リ
ン
グ
で
百
花
園
に
ゆ
く
。
四
日
の
大
暴
風
雨

の
後
な
の
で
、
荒
れ
、
ま
だ
紫
苑





な
ど
も
咲
か
な
い
の
で
大
し
て
よ
く
は
な
か

っ
た
が
お
成
の
間
の
上
か
ら
の
眺
望
一
寸
よ
か
っ
た
。
雁
来
紅








、
は
ち
す
、
黄

蜀
葵
、
百
日
紅







、
水
引
、
そ
の
他
。
前
川
で
食
事
（
吾
妻
ま
で
汽
船
で
。
白
髯

の
長
い
橋
、
川
の
上
の
舟
の
ポ
ツ
リ
と
赤
い
、
青
い
灯
、
暗
い
空
、
稲
妻
、
一

寸
印
象
つ
よ
い
風
景
）
。
三
人
と
も
よ
く
食
べ
、
黒
ビ
ー
ル
美
味
か
っ
た
が
赤

く
な
る
の
が
い
や
で
の
め
ぬ
。
雨
な
り
、
又
ツ
ー
リ
ン
グ
を
よ
ん
で
、
日
本
橋

に
よ
り
、
ア
ミ
ノ
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
か
え
っ
て
、
一
服
。
か
え
り
に
玉
川
電

で
雨
。
長
く
待
合
所
の
く
ら
い
と
こ
ろ
に
サ
ダ
を
ま
っ
て
居
、
こ
わ
か
っ
た
。

〔
欄
外
に
〕

『
光
子
』
の
出
た
心
祝
の
つ
も
り
な
り
。
ア
ミ
ノ
さ
ん
、
十
月
ま
で
に
奈
良
に

行
く
故
、
東
京
の
な
ご
り
が
お
し
そ
う
に
見
え
た
。

九
月
七
日
（
火
曜
）
曇

　
曇
っ
て
む
し
暑
し
。
こ
の
間
か
ら
や
り
か
け
の
仕
事
し
ま
う
。
又
例
に
よ
っ

て
よ
い
か
わ
る
い
か
分
ら
ず
。

　
不
快
な
り
、
不
快
、
不
快
（
こ
の
心
持
、
少
し
病
的
な
と
こ
ろ
あ
り
。
）

　
昨
夜
ア
ミ
ノ
さ
ん
か
ら
借
り
て
来
た
中
川
一
政
の
『
見
な
れ
ぬ
人
』
を
よ
み
、

感
動
し
た
。
就

中







「
父
」
な
ど
。
自
分
の
父
母
の
こ
と
を
思
う
。
全
く
自
分

は
生
活
感
に
於
て
縁
な
き
子
と
し
て
生
れ
た
も
の
だ
。

　
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
「
プ
ラ
イ
ドand

プ
レ
ジ
ュ
デ
ス
」
よ
み
始
む
。
面
白
い

し
、
う
ま
い
も
の
だ
。
凡
俗
な
女
が
い
か
に
も
よ
く
描
け
て
居
、M

rs.B
atche

lor
の
こ
と
、M

issY
ae

の
会
話
な
ど
思
い
出
し
た
。
日
本
の
女
、
よ
く
外
国

婦
人
の
自
由
な
生
活
と
か
、
独
立
せ
る
生
活
と
か
云
っ
て
羨
し
が
る
が
、
母
親

の
関
心
、
年
頃
の
娘
の
生
活
目
標
がyoung

m
an

に
の
み
あ
る
驚
く
べ
き
現
象

は
、
日
本
と
同
じ
か
、
或
は
ひ
ど
い
位
な
も
の
だ
。
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但
、
現
在
で
は
ど
の
位
か
わ
っ
て
来
て
居
る
だ
ろ
う
か
？
　
そ
う
い
う
点
に

つ
い
て
、
何
か
面
白
い
観
察
が
外
国
に
行
っ
た
ら
出
来
よ
う
。

九
月
八
日
（
水
曜
）
晴
ひ
ど
く
む
し
暑
し
。

　
お
き
て
、
一
寸
本
を
よ
み
、
午
後
林
町
に
出
か
け
る
。
こ
の
秋
か
ら
フ
ラ
ン

ス
語
を
や
る
決
心
。
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
に
行
っ
て
見
た
ら
七
日
か
ら
始
ま
っ

て
居
、
山
田
君
に
会
う
。
い
ろ
い
ろ
き
き
、
本
を
買
っ
て
か
え
る
。
月
水
金
に

出
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
林
町
に
、
春
江
、
咲
枝
、
緑
郎
等
居
。
皆
夏
中
の
運
動

で
日
に
や
け
活
々
と
し
て
き
れ
い
に
見
え
た
。

九
月
九
日
（
木
曜
）
晴

　
起
き
ぬ
け
に
父
上
と
出
か
け
、
ク
ニ
オ
、
ス
エ
コ
同
行
、
三
越
に
ゆ
き
、
こ

ま
こ
ま
し
た
買
物
。
丸
善
でSum

m
er

や
ホ
ワ
イ
ト
ア
ン
キ
ー
買
い
た
か
っ
た

が
な
し
、
Ｙ
に
た
の
ま
れ
た
ス
ミ
ル
ニ
ツ
キ
ー
の
本
も
な
し
。
Ａ
１
カ
フ
ェ
ー

に
て
食
事
。
方
々
で
、
ス
エ
子
自
転
車
を
き
い
た
が
な
し
。
二
時
す
ぎ
か
え
る
。

ス
シ
な
ど
た
べ
帰
宅
。
七
時
。
疲
れ
疲
れ
が
っ
か
り
し
た
。
眠
り
が
た
り
な
か

っ
た
の
と
、
皆
の
お
喋
り
の
故
で
。
母
上
と
、
国
男
を
い
か
に
今
後
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
心
持
が
衝
突
し
た
。
母
上
は
岡
田
君
に
世
話
さ
れ
た
り
し
て
は
い

や
応
な
くjob

で
も
分
け
一
生
頭
が
上
ら
な
い
、
そ
れ
よ
り
は
、
大
沢
の
子
と

一
緒
に
事
務
所
に
入
れ
、
人
に
何
と
い
わ
れ
よ
う
と
図
々
し
く
引
立
て
て
一
人

前
に
し
て
や
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
。
自
分
は
先
の
通
り
。
Ｏ
君
に
世
話
し
て

貰
い
、
一
人
前
に
な
っ
て
事
務
所
に
入
っ
た
方
が
父
も
彼
も
心
易
い
と
思
い
、

第
一
、
父
の
事
務
所
だ
か
ら
、
子
が
入
れ
ば
、
入
れ
て
ど
う
に
か
も
の
に
す
る

の
が
（
威
光
で
）
当
然
と
い
う
公
私
混
同
し
た
威
圧
的
の
態
度
が
い
や
で
殆
ど

腹
立
た
し
く
な
っ
た
。
い
か
に
も
、
中
流
の
一
代
で
よ
く
な
っ
た
家
の
者
ら
し

く
、
現
在
は
、
百
姓
や
友
人
や
親
戚
や
と
決
し
て
ゆ
ず
り
合
わ
ず
守
っ
て
資
産

な
ど
殖
や
し
、
次
の
代
に
な
る
息
子
を
、
「
図
々
し
く
か
ま
え
」
て
ま
でpus

h
up

し
よ
う
と
す
る
根
性
、
我
親
な
が
ら
た
ま
ら
ず
。
何
故
金
は
廻
り
も
ち
、

金
は
金
、
人
格
は
人
格
と
楽
に
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

〔
欄
外
に
〕

　
女
の
小
さ
さ
、
成
上
り
も
の
の
女
房
の
方
が
亭
主
よ
り
い
や
な
理
由
よ
く
わ

か
る
。
　
　
何
で
も
不
満
。
自
由
の
き
く
こ
と
に
拘
泥
し
た
心
持
。

九
月
十
二
日
（
日
曜
）

　
関
さ
ん
、
今
泉
静
江
。

九
月
十
四
日
（
火
曜
）

　
八
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ

九
月
十
七
日
（
金
曜
）

　
八
木
さ
ん

九
月
十
八
日
（
土
曜
）

『
読
売
』
と
『
時
事
』
両
方
に
書
い
た
も
の
発
送
。

　
網
野
さ
ん
来
、
泊
る
。

九
月
十
九
日
（
日
曜
）

　
朝
お
そ
く
食
事
を
し
て
居
る
と
こ
ろ
へ
三
沢
氏
来
、
三
人
で
や
が
て
散
歩
。
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玉
川
へ
行
く
。

九
月
二
十
一
日
（
火
曜
）

　
ハ
イ
シ
ャ
、
八
木
さ
ん

九
月
二
十
二
日
（
水
曜
）

　
き
の
う
は
実
に
よ
い
月
で
あ
っ
た
か
ら
、
た
の
し
み
に
し
て
居
た
ら
、
今
日

は
そ
ん
な
に
よ
く
な
い
。
よ
く
な
い
ど
こ
ろ
か
月
殆
ど
見
え
ず
雲
が
多
く
て
。

九
月
二
十
四
日
（
金
曜
）

　
ロ
シ
ア
歌
劇
、
ボ
リ
ス
・
ゴ
ド
ノ
フ
を
見
る
。

九
月
二
十
五
日
（
土
曜
）

　
ハ
イ
シ
ャ
、
八
木
さ
ん

　
こ
の
頃
自
分
野
上
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
る
と
苦
し
く
心
が
重
く
な
る
。

　
自
分
が
わ
る
い
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
ど
こ
か
？

　
野
上
さ
ん
の
根
気
よ
い
と
こ
ろ
、
忍
耐
づ
よ
い
と
こ
ろ
、
そ
れ
等
を
私
は
ど

ん
な
に
か
高
く
買
っ
て
居
る
の
だ
が
、
何
だ
か
窮
屈
で
　
　
彼
女
が
高
い
と
こ

ろ
に
居
て
、
と
い
う
よ
り
、
狭
く
、
人
生
に
も
う
キ
メ
っ
て
居
、
ガ
ン
コ
な
と

こ
ろ
が
あ
る
為
　
　
腹
が
立
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼
女
は
、
私
の
作
品
が
Ｙ
の

影
響
で
自
分
と
は
ま
る
で
傾
向
を
異
に
し
て
し
ま
っ
た
と
思
う
の
だ
ろ
う
。
ジ

ッ
ド
の
云
い
草
で
は
な
い
が
、
影
響
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
新
し
い
一

つ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
彼
女
か
ら
得
た
と
い
う
だ
け
だ
。
勿
論
私
は
元

の
ペ
ダ
ン
や
偏
狭
さ
、
自
分
だ
け
い
い
気
持
の
上
品
さ
は
な
く
し
た
だ
ろ
う
。

然
し
私
が
下
等
に
な
っ
た
の
か
？
　
い
や
！

九
月
二
十
六
日
（
日
曜
）

　
ス
エ
子
来
。
中
村
白
葉

〔
欄
外
に
〕

　
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
の
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
。

　
よ
い
よ
み
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
力
を
つ
け
ら
れ
る
。

九
月
二
十
七
日
（
月
曜
）

『
新
潮
』
に
や
る
小
説
終
る
。
き
っ
ち
り
三
十
枚

十
月
八
日
（
金
曜
）

　
単
行
本
に
す
る
の
を
す
っ
か
り
よ
み
な
お
し
て
見
る
と
、
な
か
な
か
こ
の
ま

ま
本
に
は
出
来
ず
。
特
に
始
め
の
方
よ
く
な
い
の
が
多
い
。
書
き
な
お
し
始
め

る
。
も
う
二
年
も
経
つ
と
大
分
自
分
の
感
情
で
も
違
っ
た
と
こ
ろ
が
出
て
来
て

居
る
か
ら
。

　
○
こ
れ
か
ら
永
い
も
の
を
書
く
と
き
に
は
決
し
て
こ
の
よ
う
に
区
切
っ
て
は

書
か
ぬ
。
区
切
る
と
、
一
つ
の
も
の
と
し
て
も
よ
ま
せ
る
必
要
上
あ
と
に
な
る

と
重
複
し
て
こ
ま
る
。

十
月
十
九
日
（
火
曜
）

　
八
木
さ
ん
、
か
え
り
に
ア
ミ
ノ
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
廻
る
。

　
ア
ミ
ノ
さ
ん
今
日
奈
良
に
立
つ
な
り
。
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十
月
二
十
九
日
（
金
曜
）

　
八
木
さ
ん
ヤ
ス
ム

十
月
三
十
一
日
（
日
曜
）
快
晴

関
さ
ん
、
三
沢
さ
ん

九
品
仏
に
行
く

こ
の
中
に
三
体

ず
つ
、
頭
デ
ッ
カ
チ

の
金
仏
。

立
派
な
古
銀

杏
、
門
か
ら
見

え
た
稲
田
の
夕
景
色

十
一
月
一
日
（
月
曜
）

　
八
木
さ
ん
休
ム
。

十
一
月
二
日
（
火
曜
）

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
の
た
め
に
日
記
五
枚

「
金
色
の
秋
の
暮
」

十
一
月
三
日
（
水
曜
）

『
女
性
』
に
書
く
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
こ
の
前
、
『
新
潮
』
に
や
ろ
う
と
し
て
書
き
出
し
た
海
辺
に
三
人
の
男
女
の

こ
と
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
が
今
度
書
い
て
も
行
く
ま
い
。
モ
デ
ル
に
意
識

が
あ
り
、
遠
慮
す
る
か
ら
。
そ
れ
故
ヤ
メ
。
も
っ
と
ず
っ
と
後
に
し
よ
う
。
一

つ
の
大
き
な
も
の
の
部
分
と
し
て
と
っ
て
置
こ
う
。

　
こ
の
間
の
子
供
の
エ
ビ
ハ
ラ
の
こ
と
。
あ
れ
を
子
供
の
側
か
ら
書
く
。
面
白

か
ろ
う
。

　
午
後
に
な
っ
て
林
町
か
ら
母
上
来
と
の
デ
ン
ポ
ー
。
五
時
頃
母
上
、
ス
エ
子
、

Ｋ
来
る
。
Ｙ
、
会
へ
行
っ
て
か
え
り
に
鳥
を
買
っ
て
来
て
く
れ
、
皆
で
賑
や
か

に
食
べ
た
。
十
時
頃
ま
で
居
て
か
え
る
。

十
一
月
四
日
（
木
曜
）
雨

　
昨
日
カ
ブ
キ
の
切
符
を
貰
い
、
Ｙ
と
二
人
出
か
け
た
。
鴈
治
郎
ス
キ
で
な
い

が
一
度
は
見
て
居
て
も
よ
い
と
。
春
江
、
Ｋ
も
来
て
居
る
。

　
春
江
、
Ｋ
に
「
あ
の
背
中
に
コ
ブ
背
負
っ
た
人
ね
、
そ
ば
で
見
る
と
随
分
変

て
こ
よ
」
と
云
っ
て
居
る
。
一
人
、
古
風
な
束
髪
に
バ
ラ
の
カ
ン
ザ
シ
を
さ
し
、

派
手
な
派
手
な
着
物
を
着
て
居
た
下
町
娘
を
評
し
て
な
り
。
若
い
娘
か
ら
少
し

ふ
け
た
娘
に
な
る
女
の
評
言
ら
し
く
。
つ
ま
ら
な
い
つ
ま
ら
な
い
芝
居
。
「
女

楠
」
愚
の
極
、
あ
あ
し
か
芝
居
に
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
鴈
治
郎
も
自
分
の
放

蕩
を
生
糸
で
行
っ
て
居
る
の
は
面
白
い
が
極
め
て
詩
趣
な
し
。
「
十
六
夜
清
心
」

が
よ
か
っ
た
の
を
思
い
出
す
。
却
っ
て
「
葛
の
葉
」
面
白
か
っ
た
。

〔
欄
外
に
〕

　
Ｙ
、
「
紙
治
封
印
切
」
を
評
し
て
、
上
方
の
芝
居
は
、
舞
踊
が
入
ら
な
い
か

ら
美
く
し
く
な
い
と
。
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自
分
、
あ
あ
い
う
情
痴
気
分
が
い
や
。

　
二
人
の
感
じ
方
の
差
一
寸
面
白
し
。
こ
れ
も

十
一
月
五
日
（
金
曜
）

　
八
木
さ
ん
。
久
し
ぶ
り
な
り
。
今
日
は
少
し
元
気
に
見
え
た
。
今
日
は
Ｙ
少

々
腹
工
合
わ
る
し
。
ウ
ド
ン
を
会
で
た
べ
る
由
で
、
私
一
人
九
段
下
の
例
の
ス

シ
や
で
た
べ
る
。
こ
の
間
Ｙ
と
二
人
で
行
っ
た
と
き
に
は
、
大
き
い
ま
ま
出
し
、

今
日
は
二
つ
に
き
っ
て
あ
る
。
た
べ
よ
い
よ
う
に
。
二
人
男
あ
り
。
戦
の
こ
と
、

軍
隊
の
こ
と
を
話
す
。
「
こ
の
頃
じ
ゃ
軍
隊
で
も
我
マ
マ
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
か
ら
ね
え
、
入
っ
た
と
き
宣
誓
を
さ
せ
ら
れ
る
。
ド
ン
な
こ
と
で
も

命
令
に
従
う
っ
て
い
う
ね
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
は
そ
ん
な
に
し
て
入
っ
た
ん

じ
ゃ
ナ
イ
と
云
っ
て
印
を
お
さ
な
い
奴
が
あ
る
」
「
社
会
主
義
に
カ
ブ
レ
て
居

る
ん
さ
、
電
車
ん
な
か
で
も
毛
ば
か
り
蓬
々
の
ば
し
て
。
社
会
主
義
者
大
抵
肺

病
で
す
ぜ
」
云
々
。
か
え
り
に
山
本
に
廻
り
（
改
造
）
本
の
こ
と
、
新
年
号
の

こ
と
そ
の
他
を
打
ち
合
わ
せ
、
ハ
イ
シ
ャ
に
廻
る
。
今
日
で
す
っ
か
り
ス
ミ
。

　
三
十
五
日
。
一
年
半
越
し
な
り
。
九
十
五
円
や
す
い
。
Ｙ
も
落
ち
合
い
、
見

て
貰
っ
た
。

　
夜
秋
庭
さ
ん
来
。
キ
レ
イ
な
バ
ラ
、
そ
の
他
。

十
一
月
六
日
（
土
曜
）
大
風

　
木
枯
吹
き
ス
サ
ブ
秋
の
暮
。

　
さ
ざ
ん
花
。
美
し
。
落
葉
も
美
し
。
こ
の
よ
う
な
落
葉
今
迄
見
た
こ
と
な
し
。

ポ
プ
ラ
ー
、
ザ
ク
ロ
、
萩
、
楓
、
庭
一
面
。

　
苅
田
さ
ん
、
ロ
シ
ア
語

　
Ｙ
、
日
露
芸
術
協
会
の
集
り
が
あ
り
出
る
つ
も
り
の
と
こ
ろ
、
ひ
ど
い
天
候

な
の
で
や
め
。

　
○
自
分
今
日
何
だ
か
少
し
ヒ
ス
に
て
、
不
愉
快
な
り
。
Ｙ
の
我
マ
マ
を
感
ズ

ル
こ
と
、
平
常
よ
り
敏
し
。

　
○
久
し
ぶ
り
で
日
記
を
つ
け
、
十
月
ナ
お
し
仕
事
ば
か
り
し
て
暮
し
た
の
を

感
ず
。
九
月
以
後
の
日
の
短
か
さ
！

　
○
あ
し
た
雨
で
誰
も
来
な
い
と
い
い
ナ
ア
。

〔
欄
外
に
〕

　
夫
婦
の
生
活
で
も
よ
く
仕
て
行
こ
う
と
す
る
に
は
努
力
が
必
要
。
友
人
関
係

も
そ
う
な
り
と
思
う
。
女
に
よ
い
友
達
の
出
来
ぬ
の
は
、
ナ
グ
リ
も
し
な
い
が

な
で
て
も
や
ら
ぬ
と
い
う
態
度
に
よ
る
。
生
活
に
入
ら
れ
る
こ
と
を
防
い
で
居

る
か
ら
。

十
一
月
七
日
（
日
曜
）

　
Ｙ
、
腹
が
わ
る
い
と
て
臥
床
。

　
鈴
木
澄
、
大
瀧
龍
太
郎
、
木
村
秀
吉
。
す
み
子
、
す
っ
か
り
膨
れ
て
ひ
ど
く

な
っ
て
居
る
の
で
あ
わ
れ
に
な
り
、
自
分
金
が
あ
っ
た
ら
、
一
月
働
か
ず
に
食

え
る
だ
け
の
金
を
上
げ
る
が
と
思
っ
た
。
百
円
も
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
が
。

こ
ち
ら
の
金
さ
え
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
な
し
。

十
一
月
八
日
（
月
曜
）

　
Ｙ
の
チ
ェ
ホ
フ
、
新
潮
で
出
す
ら
し
い
。

　
ど
う
な
る
か
、
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出
す
と
よ
い
な
。

　
Ｙ
の
自
信
の
た
め

　
よ
い
ホ
ン
ヤ
ク
の
た
め

　
チ
ェ
ホ
フ
の
た
め

　
我
々
の
た
め
　
　
チ
ェ
ホ
フ
を
愛
す
る
。
　
　

　
あ
あ
全
く
Ｙ
は
も
っ
と
自
信
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。
自
信
な
し
に
生

き
ら
れ
ぬ
人
間
の
く
せ
に
仕
事
が
ま
と
ま
ら
ぬ
の
で
苦
し
が
る
。
興
味
あ
る
一

人
の
女
性
な
り
。
モ
ヤ
ー
そ
う
で
し
ょ
う
？
　
こ
の
本
が
出
来
る
と
、
来
年
は

い
い
年
だ
な
。

十
一
月
九
日
（
火
曜
）

　
仕
事
、
割
に
な
め
ら
か
に
ゆ
く
。

　
Ｙ
。
今
夜
何
年
ぶ
り
か
に
て
田
村
と
し
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
手
紙
を
書
い
た
。

亢
奮
し
て
「
到
頭
書
い
ち
ゃ
っ
た
！
」
と
来
た
。

　
十
七
日
に
船
が
出
る
由
。
ど
ん
な
返
事
が
来
る
か
し
ら
？

　
ア
ミ
ノ
さ
ん
部
屋
が
な
く
て
家
を
か
り
た
由
。
家
で
は
大
変
だ
が
、
瓦
斯
や

水
道
が
あ
る
そ
う
だ
か
ら
よ
い
。
本
当
に
落
付
く
ま
で
は
大
変
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
十
日
（
水
曜
）
晴

　
有
馬
さ
と
え
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
始
め
て
ゆ
く
。

　
白
金
三
光
町
の
家
。
秋
庭
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
よ
い
バ
ラ
が
と
ら
れ
る
筈
の
と

こ
ろ
な
く
て
貧
弱
な
花
。
天
現
寺
で
降
り
、
川
の
上
の
線
路
を
わ
た
る
と
き
こ

わ
く
て
這
い
た
い
程
で
あ
っ
た
。
有
馬
さ
ん
、
紫
の
襟
、
や
は
り
紫
が
か
っ
た

絹
天
の
前
か
け
。
毛
糸
で
ア
ン
ダ
足
袋
。
林
ひ
ろ
子
さ
ん
。
一
緒
に
住
ん
で
居

る
は
っ
き
り
名
の
わ
か
ら
ぬ
令
嬢
、
有
馬
さ
ん
、
そ
の
娘
が
す
き
で
す
き
で
、

始
め
て
家
族
と
い
う
も
の
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
心
持
。
娘
、
こ
ん
ど
の
絵
の

モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
。
虎
の
門
出
の
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
で
金
が
あ
っ
て
、
即
興
的

情
熱
め
い
た
も
の
が
あ
っ
て
不
良
的
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
さ
。
有
馬
さ
ん
、
五
時
頃

私
が
か
え
る
と
き
、
二
人
で
送
っ
て
来
て
く
れ
、
三
人
で
柳
川
で
食
事
を
す
。

Ｙ
や
が
て
か
え
っ
て
来
、
有
馬
さ
ん
た
ち
の
か
え
っ
た
の
は
十
時
半
。

　
有
馬
さ
ん
の
今
度
の
絵
見
れ
ば
見
る
程
愛
の
こ
も
っ
た
絵
で
殆
ど
涙
ぐ
ま
し

く
な
る
も
の
あ
り
。

「
こ
の
人
が
来
て
か
ら
お
金
の
こ
と
も
少
し
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
。
く
れ
に
お
金
が
来
た
ら
こ
の
人
に
靴
を
買
っ
て
や
っ
て
羽

織
を
か
っ
て
や
っ
て
。
」
そ
う
い
う
こ
と
、
い
か
に
も
有
馬
さ
ん
の
愛
を
示
し

羨
し
い
位
で
あ
っ
た
。

　
有
馬
さ
ん
、
生
活
費
の
た
し
に
は
、
宝
石
箱
な
ど
に
金
泥
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を

書
い
て
居
る
由
。
面
ソ
ウ
の
細
い
細
い
の
で
か
く
。

十
一
月
十
一
日
（
木
曜
）

　
Ｙ
、
体
の
工
合
大
分
わ
る
く
て
苦
し
が
っ
て
居
る
。
自
分
『
女
性
』
の
小
説

「
一
太
と
母
」
を
徹
夜
で
終
る
。

　
○
Ｙ
の
体
は
ど
う
い
う
の
か
。
お
キ
ュ
ー
を
す
る
と
い
い
の
は
フ
シ
ギ
だ
。

気
む
ず
か
し
く
な
っ
て
グ
ズ
グ
ズ
い
う
。
自
分
も
ナ
ア
バ
ス
に
な
っ
て
居
る
か

ら
互
に
シ
ャ
ク
に
さ
わ
る
。
可
笑
し
。

　
○
夜
仕
事
を
し
な
が
ら
有
馬
さ
ん
に
貰
っ
た
ハ
ガ
キ
を
眺
め
、
有
馬
さ
ん
の

真
心
に
つ
き
感
じ
幸
福
を
祈
っ
た
。

　
○
「
貧
し
き
人
々
」
素
晴
ら
し
。
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
の
自
由
さ
　
　
つ

ま
り
作
り
も
の
を
す
る
気
で
な
く
心
の
溢
れ
る
ま
ま
に
溢
れ
る
美
。
こ
れ
が
大
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切
。

〔
欄
外
に
〕

　
Ｙ
の
オ
キ
ュ
ー
。
体
に
沢
山
の
お
キ
ュ
ー
の
あ
と
が
あ
る
か
ら
、
Ｙ
が
万
一

外
国
で
病
気
し
た
ら
そ
の
お
キ
ュ
ー
を
何
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
云
っ
た
も
の
か
と

夢
現
に
考
え
た
。
ネ
シ
ナ
ニ
。

十
一
月
十
二
日
（
金
曜
）

『
女
性
』
に
送
る
。
「
一
太
と
母
」
三
十
二
枚
。
フ
ィ
リ
ッ
ポ
フ
の
と
こ
ろ
へ

ゆ
く
。

　
○
夜
中
に
一
時
間
も
か
か
っ
て
Ｙ
の
お
キ
ュ
ー
を
す
え
た
り
し
た
の
で
朝
に

な
っ
て
眠
り
、
つ
か
れ
す
ぎ
た
故
か
一
寸
変
に
な
っ
て
、
目
が
さ
め
た
ら
二
時
。

テ
ン
テ
コ
舞
を
し
て
会
へ
行
っ
た
が
電
車
の
工
合
わ
る
く
て
四
時
。
Ｙ
、
電
車

の
中
で
「
一
太
と
母
」
を
よ
む
。
乙
の
由
。
Ｙ
の
点
カ
ラ
し
、
二
人
で
フ
ィ
リ

ッ
ポ
フ
の
部
屋
に
行
く
。
自
分
と
め
ら
れ
て
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
御
馳
走
に
な

り
、
郵
便
局
へ
廻
っ
て
か
え
っ
て
来
る
。
Ｙ
は
日
露
芸
術
協
会
の
集
り
へ
ゆ
く
。

　
軽
部
さ
ん
が
居
て
し
き
り
に
気
焔
を
あ
げ
て
居
た
由
。

〔
欄
外
に
〕

　
八
木
さ
ん
へ
、
Ｙ
一
人
ゆ
く
。
さ
く
や
三
時
す
ぎ
で
九
時
す
ぎ
。

　
僅
か
し
か
眠
ら
な
い
の
に
オ
キ
ュ
ー
で
元
気
だ
と
は
お
ど
ろ
い
た
。

十
一
月
十
三
日
（
土
曜
）

　
弘
道
会
で
辻
村
さ
ん
の
論
語
と
源
氏
が
あ
る
の
で
Ｙ
と
二
人
ゆ
く
。
始
め
、

妙
な
式
な
ど
す
る
の
で
、
ム
ッ
テ
ル
が
挨
拶
を
し
、
山
岡
の
お
婆
さ
ん
が
妙
な

道
徳
論
な
ど
す
る
の
で
、
苦
し
い
位
き
は
ず
か
し
か
っ
た
が
辻
村
さ
ん
の
講
義

は
面
白
し
。
人
間
が
一
寸
あ
り
ふ
れ
た
女
で
な
い
か
ら
。
こ
の
頃
、
第
四
土
曜

も
行
き
た
い
と
思
う
。

　
か
え
り
に
渋
谷
で
ス
シ
を
た
べ
て
居
た
ら
、
ケ
イ
オ
ー
の
学
生
と
い
う
の
、

中
條
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
云
い
、
訪
ね
て
来
る
と
い
う
。
キ
ネ
マ
の
、

ナ
タ
リ
ー
・
コ
バ
ン
コ
を
あ
て
に
し
て
た
の
し
み
に
し
て
行
っ
た
の
に
、
ナ
タ

リ
ー
を
美
し
い
ド
レ
イ
の
女
に
し
て
カ
ト
ラ
ン
の
王
侯
が
救
い
出
す
と
い
う
よ

う
な
の
で
つ
ま
ら
ず
。
コ
バ
ン
コ
を
あ
あ
使
う
カ
ン
ト
ク
の
頭
の
わ
る
さ
。
早

々
か
え
っ
て
来
て
眠
る
。

十
一
月
十
四
日
（
日
曜
）
晴
　
夕
刻
か
ら
ひ
ど
い
風
に
な
っ
た
。

　
お
客
、
一
人
も
な
し
。

　
Ｙ
と
二
人
天
狗
俳
諧
を
し
て
遊
ぶ
。

　
ア
ミ
ノ
さ
ん
に
ハ
ガ
キ
を
書
く
。

十
一
月
十
五
日
（
月
曜
）
ひ
ど
い
風
　
寒
し

　
今
日
八
木
さ
ん
か
ら
か
え
り
、
野
上
さ
ん
に
手
紙
を
書
こ
う
か
し
ら
と
思
っ

て
元
来
た
手
紙
な
ど
よ
み
な
お
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
こ
の
間
う
ち
気
に
し
て
居

た
よ
う
な
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ず
。
変
な
手
紙
書
か
な
い
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

Ｙ
と
し
て
、
然
し
、
そ
ん
な
に
不
快
が
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
云
う

心
持
さ
え
す
る
。
Ｙ
、
Ｎ
氏
に
好
意
を
も
っ
て
居
る
の
に
そ
の
Ｎ
氏
が
、
Ｙ
と

私
と
の
生
活
に
祝
福
を
与
え
ず
、
あ
ん
な
冗
談
み
た
い
な
こ
と
を
云
っ
て
よ
こ

す
の
で
、
そ
れ
が
ひ
ど
く
い
や
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
心
持
は
分
る
。
然
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し
、
Ｙ
は
全
く
よ
い
意
味
で
も
っ
と
自
信
を
も
つ
と
い
い
の
だ
。
弱
い
人
だ
か

ら
、
ナ
ア
ニ
と
思
え
ず
、
そ
の
思
え
ぬ
と
こ
ろ
を
強
気
ら
し
い
表
現
で
あ
ら
わ

す
。
面
白
い
性
格
だ
。

　
小
田
来
、
活
動
の
話
を
き
い
て
行
く
。
小
田
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
談
話

筆
記
者
、
面
白
が
っ
て
居
る
よ
う
な
風
、
又
妙
に
感
服
し
た
よ
う
に
一
寸
対
手

の
言
葉
を
く
り
か
え
す
と
こ
ろ
。
な
ど
。

　
○
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
ギ
ャ
チ
ゴ
ラ
ー
と
「
貧
し
き
人
々
」
と
を
よ
ん

だ
。
が
二
つ
と
も
何
だ
か
お
仕
舞
い
で
一
寸
ス
ポ
抜
け
の
よ
う
な
と
こ
ろ
あ
り
。

マ
ア
字
で
云
え
ば
き
っ
ち
り
　
る
　
と
納
め
て
な
い
。
最
後
の
と
こ
ろ
で
フ
ー

と
な
っ
て
居
。

十
一
月
十
六
日
（
火
曜
）

　
午
後
ロ
シ
ア
語

　
後
、
林
町
に
ゆ
く
。
泊
る
。

　
ｍ
、
Ｙ
の
こ
と
を
実
に
云
う
。

十
一
月
十
七
日
（
水
曜
）

　
一
時
頃
か
ら
、
白
山
銀
行
、
瓜
生
、
三
越
、
玉
や
に
よ
っ
て
飯
田
橋
の
ハ
イ

シ
ャ
へ
三
時
半
に
ゆ
く
。

　
Ｙ
そ
れ
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ポ
フ
。
自
分
か
え
る
。

「
作
者
の
感
想
」
。

　
き
の
う
か
ら
今
日
に
か
け
て
心
持
陰
鬱
な
り
。
本
当
の
勇
猛
心
を
失
っ
て
居

る
。
注
意
す
べ
し
。

十
一
月
十
八
日
（
木
曜
）

　
一
昨
日
あ
た
り
よ
り
の
風
邪
な
お
ら
ず
気
分
悪
し
。
Ｙ
、
着
物
が
な
い
と
云

っ
て
困
っ
て
居
る
故
何
年
に
も
な
い
こ
と
、
さ
だ
を
手
伝
っ
て
少
し
縫
う
。
表
、

裏
な
ど
。
あ
と
袖
を
縫
っ
て
袵





を
ぬ
っ
て
衿
を
つ
け
れ
ば
よ
ろ
し
。

　
昨
夜
鼠
が
さ
わ
い
で
仕
方
な
い
の
で
、
サ
ダ
の
う
ち
か
ら
猫
を
か
り
て
来
る
。

赤
い
紐
を
頸
に
結
ん
で
や
る
。
名
し
て
ミ
ミ
と
い
う
。

十
一
月
二
十
六
日
（
金
曜
）

『
不
同
調
』
の
「
百
銭
」
終
る
、
八
枚
半
。

十
一
月
二
十
七
日
（
土
曜
）

　
自
分
達
猫
こ
の
ま
ず
、
苅
田
さ
ん
も
キ
ラ
イ
。

十
一
月
二
十
八
日
（
日
曜
）

　
客
来
な
し
。
夕
方
急
に
神
近
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
と
云
い
出
し
た
が
住

所
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
や
め
。

　
ア
ミ
ノ
さ
ん
に
永
い
手
紙
を
書
く
。
二
人
で
。

　
五
番
町
の
と
こ
ろ
の
楓
、
塵
を
か
ぶ
り
乍
ら
も
美
し
。
こ
ち
ら
は
も
う
冬
だ
。

市
内
は
晩
秋

〔
欄
外
に
〕Tess

十
一
月
二
十
九
日
（
月
曜
）
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テ
ス
　
　
も
う
終
り
に
な
っ
た
ら
よ
ん
で
し
ま
わ
な
い
う
ち
は
仕
事
手
に
つ

か
ぬ
心
持
。
四
時
頃
か
え
っ
て
か
ら
夕
飯
ま
で
に
よ
ん
で
し
ま
う
。

　
ハ
ー
デ
ー
の
、
社
会
の
コ
ム
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
対
す
る
心
持
、
運
命
に
対
す

る
心
持
な
ど
よ
く
わ
か
り
、
テ
ス
の
生
活
力
の
純
な
激
し
さ
、
そ
の
つ
よ
さ
、

よ
わ
さ
な
ど
よ
く
わ
か
り
、
つ
ま
り
面
白
か
っ
た
。
が
、
と
い
う
と
こ
ろ
あ
り
。

こ
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
著
し
き
傾
向
は
イ
ン
テ
レ
ク
ト
が
ハ
ー
ト
に
サ
レ
ン

ダ
ー
す
る
の
が
人
生
だ
と
い
う
よ
う
な
点
、
そ
し
て
、
重
り
重
っ
た
運
命
が
終

に
そ
れ
を
運
ぶ
人
間
を
ク
ラ
ッ
シ
ュ
せ
ず
ん
ば
や
ま
ぬ
と
こ
ろ
、
大
き
な
或
も

の
を
感
じ
さ
せ
る
。

〔
欄
外
に
〕

　
イ
ギ
リ
ス
の farm

 folk 

の
生
活
を
知
る
に
は
よ
か
っ
た
。

　
仕
事

十
二
月
三
日
（
金
曜
）

　
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
「
ヴ
ェ
ー
ト
ウ
ベ
ン
」
、
先
に
よ
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た

の
を
又
よ
み
な
お
し
て
見
る
。

十
二
月
七
日
（
火
曜
）

「
牡
丹
」
三
十
八
枚
。
改
造
に
送
る
。

　
Ｙ
の
誕
生
日
。
生
憎
の
雨
だ
が
、
三
沢
、
苅
田
さ
ん
来
。
夕
方
か
ら
一
層
ひ

ど
い
雨
に
な
っ
た
。
私
何
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
く
、
こ
の
間
思
い
つ
い
て
買
っ

て
お
い
た W

estm
inster 

だ
け
が
た
そ
く
と
な
る
。
夕
飯
は
宍
戸
君
と
五
人
。

す
ん
だ
と
こ
ろ
へ
秋
庭
氏
来
。

　
苅
田
、
宍
戸
、
三
沢
。
三
沢
、
宍
戸
君
泊
る
。

十
二
月
八
日
（
水
曜
）

　
邦
楽
座
の
義
太
夫
。
ひ
ど
い
風
で
、
松
や
の
と
こ
ろ
で
キ
リ
キ
リ
舞
を
さ
せ

ら
れ
た
。

　
彼
等
が
生
活
の
一
年
。

　
三
沢
君
と
一
緒
に
出
か
け
た
。

十
二
月
九
日
（
木
曜
）

「
心
」
を
よ
む
。

　
サ
ダ
を
出
し
て
や
る
。

十
二
月
十
日
（
金
曜
）

　
Ｙ
、
山
内
さ
ん
と
新
潮
社
へ
出
か
け
る
と
い
う
の
で
十
時
ま
で
に
新
宿
へ
。

自
分
九
時
前
に
お
き
る
。
サ
ダ
と
ま
り
故
。

　
○
Ｙ
、
印
税
に
す
る
こ
と
。

　
○
三
月
一
杯
に
原
稿
送
る
こ
と
等
約
束
し
て
来
た
由
。

十
二
月
十
一
日
（
土
曜
）

　
寒
い
。
二
人
で
外
出
。
苅
田
さ
ん
と
一
緒
に
渋
谷
ま
で
ゆ
く
。
Ｙ
の
歯
医
者
。

神
田
の
会
芳
楼
。
寄
席
、
渋
谷
の
前
で
ス
シ
の
立
ち
食
い
。
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「
牡
丹
」
の
校
正
来
る
。

十
二
月
十
二
日
（
日
曜
）

　
晴
。
Ｙ
、
お
な
か
の
工
合
を
わ
る
く
し
た
。
少
々
フ
キ
ゲ
ン
な
り
。
自
分
何

故
か
ひ
ど
く
疲
労
を
感
ず
。
Ｙ
の
た
め
に
四
枚
の
小
品
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

う
ん
と
も
う
一
つ
の
り
出
し
て
来
る
も
の
な
く
て
閉
口
な
り
。

十
二
月
十
五
日
（
水
曜
）

『
愛
国
婦
人
』
の
小
品
を
終
る
。
湯
ヶ
島
の
こ
と
。

十
二
月
十
六
日
（
木
曜
）

『
近
代
風
景
』
、
「
白
い
翼
」
。

十
二
月
二
十
四
日
（
金
曜
）

　
今
日
ク
リ
ス
マ
スeve.

故
林
町
へ
約
束
通
り
行
く
。
Ｙ
は
マ
ー
ザ
ン
へ
、

鈴
木
、
横
田
、
画
家
を
呼
ん
で
居
る
。
ホ
テ
ル
に
行
く
と
云
う
が
、
こ
の
日
か

ら
天
皇
の
御
容
体
わ
る
し
。
い
つ
何
事
か
起
ら
ぬ
で
も
な
い
の
に
知
人
の
多
い

ホ
テ
ル
も
い
か
が
。
や
め
て
、
家
で
食
事
し
、
十
時
半
、
玉
川
電
で
Ｙ
と
待
ち

合
わ
す
。
改
札
の
と
こ
ろ
寒
い
故
、
ボ
ー
ル
ド
に
、
М
О
Я
ナ
カ
ニ
居
ル
と
か

い
て
置
い
た
が
Ｙ
来
ず
。
出
て
見
た
ら
、
ス
ト
ウ
ブ
に
あ
た
っ
て
改
札
と
話
し

て
居
る
。
ボ
ー
ル
ド
に
面
と
向
い
つ
つ
却
っ
て
上
に
お
芳
さ
ん
と
他
の
者
の
書

い
た
字
が
あ
っ
た
た
め
よ
ま
ず
。
大
笑
い
す
。

　
ラ
ジ
オ
十
五
分
毎
に
陛
下
御
容
体
を
発
表
す
。
落
付
か
ず
。
Ｙ
、
雑
誌
の
編

輯
上
の
必
要
も
あ
っ
て
眠
れ
ず
。
自
分
も
つ
き
合
う
。

十
二
月
二
十
五
日
（
土
曜
）

　
午
前
二
時
陛
下
崩
御
。

　
昭
和
と
な
っ
た
。

　
自
分
い
ろ
い
ろ
に
年
号
の
換
る
の
が
い
や
だ
。
一
九
二
六
年
で
や
っ
て
ゆ
く

方
簡
単
で
よ
ろ
し
い
。
然
し
字
の
感
じ
大
正
よ
り
は
よ
し
。

十
二
月
二
十
六
日
（
日
曜
）

　
ス
エ
子
、
英
男
来
。
夜
ま
で
居
て
ゆ
く
。

　
自
分
、
彼
等
を
つ
れ
て
秋
庭
さ
ん
の
温
室
見
物
に
ゆ
く
。
Ｙ
、
今
日
は
昨
日

の
あ
と
に
て
、
一
人
で
勉
強
し
た
い
だ
ろ
う
か
ら
。

　
か
え
り
、
サ
ダ
と
四
人
で
須
田
町
ま
で
ゆ
き
、
眼
鏡
や
に
行
っ
た
が
も
う
し

ま
っ
て
居
て
駄
目
。
Ｙ
の
た
め
に
ネ
マ
キ
の
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
見
た
が
こ
れ
も
な

し
。
閉
口
し
た
。

十
二
月
二
十
七
日
（
月
曜
）

　
又
外
出
。
サ
ダ
を
つ
れ
て
ゆ
く
。
富
士
見
町
に
家
の
広
告
を
見
た
の
で
、
そ

の
た
め
も
あ
る
。
家
は
ひ
ど
い
家
。

　
そ
れ
か
ら
三
越
。
や
っ
と
Ｙ
の
き
れ
あ
り
。
う
れ
し
、
う
れ
し
。
山
本
で
の

り
。
中
力
で
食
糧
品
、
い
そ
い
で
い
そ
い
で
須
田
町
ま
で
来
た
ら
六
時
四
十
分

か
ら
七
時
五
十
分
ま
で
陛
下
の
還
御
の
た
め
切
符
は
売
ら
ず
。
や
む
を
得
ず
ヤ

ブ
で
一
寸
お
な
か
を
こ
し
ら
え
る
。
Ｙ
、
一
人
で
、
ど
う
し
て
居
る
か
、
待
ち

か
ね
て
居
る
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
来
て
見
た
ら
そ
う
で
も
な
し
。
よ
か
っ
た
。
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十
二
月
二
十
八
日
（
火
曜
）

　
サ
ダ
に
ネ
ル
、
裁
っ
て
貰
い
、
二
つ
の
袖
だ
け
縫
っ
た
。

　
帯
も
新
し
い
の
が
よ
い
と
切
れ
を
さ
が
し
紋
ハ
二
重
の
茶
色
の
に
す
る
。

十
二
月
二
十
九
日
（
水
曜
）

　
起
き
ぬ
け
に
山
田
さ
ん
か
ら
電
話
、
家
が
あ
る
由
。
今
日
は
も
う
出
ず
。
大

晦
日
に
つ
い
で
に
廻
る
こ
と
に
す
る
。

十
二
月
三
十
日
（
木
曜
）

　
自
分
Ｙ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
て
も
の
を
縫
い
、
縫
っ
て
き
せ
る
こ
と
に

よ
ろ
こ
び
を
感
ず
。
ふ
し
ぎ
な
も
の
な
り
と
思
う
。
つ
く
づ
く
思
う
。

　
こ
れ
に
つ
け
、
母
が
ま
だ
若
く
、
娘
の
た
め
に
よ
い
着
物
を
縫
っ
た
心
持
、

そ
れ
を
き
せ
て
や
っ
た
心
持
、
又
父
の
た
め
、
彼
女
が
そ
う
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
な
ど
思
い
、
今
、
母
が
何
一
つ
縫
わ
ず
、
ス
エ
子
母
の
手
縫
い
の
も
の
は
一

つ
も
着
る
と
云
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
の
を
思
い
、
金
の
出
来
た
と
い
う
こ
と
、
情

味
を
こ
ろ
す
点
も
あ
り
、
と
思
っ
た
。
林
町
の
生
活
は
大
ざ
っ
ぱ
で
、
そ
う
云

う
点
に
欠
け
た
淋
し
い
も
の
あ
り
。
ス
エ
子
な
ど
、
ど
う
い
う
女
に
な
る
で
あ

ろ
う
か
。

十
二
月
三
十
一
日
（
金
曜
）

　
Ｙ
、
う
ち
で
仕
事
し
た
い
と
云
っ
て
居
た
が
、
午
後
か
ら
私
一
人
買
物
に
出

よ
う
と
す
る
と
、
一
人
で
持
て
る
か
な
持
て
る
か
な
と
云
い
、
つ
い
に
一
緒
に

出
る
。
先
ず
四
谷
見
つ
け
で
降
り
、
山
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
く
。
家
を
見
る
。

二
軒
つ
づ
い
た
家
、
間
取
り
わ
る
く
な
し
。
た
だ
二
階
か
ら
見
る
と
、
墓
し
か

見
え
ぬ
欠
点
あ
り
。
三
越
に
行
く
。
も
う
何
も
な
し
。
大
嵐
の
後
の
よ
う
に
塵

の
か
か
っ
た
売
れ
の
こ
り
品
だ
け
。
塩
町
の
通
り
で
、
細
々
買
物
を
し
つ
つ
。

二
人
考
え
笑
っ
た
。
何
故
今
夜
限
り
何
か
人
生
が
変
り
で
も
す
る
よ
う
に
こ
う

や
っ
て
食
物
な
ど
で
も
買
い
こ
み
、
せ
わ
し
く
、
自
分
等
の
よ
う
な
も
の
ま
で

歩
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
。
か
え
っ
て
か
ら
、
お
煮
し
め
そ
の
他
し
、
床
に
つ

い
た
の
は
四
時
。

〔
欄
外
に
〕

　
Ｙ
、
私
の
縫
っ
た
ネ
ル
の
ね
ま
き
に
新
し
い
兵
児
帯
を
し
め
、
大
満
足
な
り
。

自
分
キ
モ
ノ
縫
っ
た
の
、
も
う
こ
れ
で
何
年
ぶ
り
か
。

〔
旅
行
記
録
〕

〔
金
銭
出
納
録
〕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
二
十
四
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1980
（
昭
和55

）
年7

月20

日
初
版

　
　
　1986
（
昭
和61

）
年3

月20

日
第4

刷

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
青
空
文
庫
（
校
正
支
援
）

2014

年9

月11

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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